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近
代
日
本
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
医
療
衛
生
事
業

―
―
財
団
法
人
善
隣
協
会
の
医
療
衛
生
活
動
―
―

財
吉
拉
胡　

1
　
は
じ
め
に

　

近
代
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
期
に
活
躍
し
た
財
団
法
人
善
隣
協
会
（
一
九
三
三
―
一
九
四
七
）
は
、
医
療
衛
生･

文
化
事
業
を
近

隣
諸
民
族
、
特
に
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
の
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に
展
開
す
る
目
的
で
一
九
三
三
年
に
設
立
さ
れ
た
文
化
団
体
で
あ
る
。

こ
の
協
会
が
、
医
療
衛
生
の
面
で
チ
ベ
ッ
ト
医
学
の
理
論
を
継
承
し
た
伝
統
医
学
を
主
体
と
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

に
医
療
衛
生
事
業
を
展
開
し
、固
有
の
伝
統
医
学
と
ど
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
ト
し
た
か
を
考
察
す
る
の
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

　

善
隣
協
会
は
、
創
立
の
趣
意
書
の
中
で
、「
蒙
古
民
族
ハ
我
カ
大
和
民
族
ト
種
族
系
統
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
」
で
あ
る
た
め
そ
の
医
療

衛
生
を
改
善
し
、
文
化
を
向
上
し
、
宗
教
を
改
革
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
事
業
の
本
当
の
目
的
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

近
代
日
本
は
一
九
三
〇
年
代
に
民
族
同
源
論
を
も
っ
て
草
原
遊
牧
民
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
を
支
配
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
実
は
そ

の
前
に
も
同
じ
理
念
に
よ
っ
て
南
洋
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

坂
野
徹
は
、
松
岡
静
雄
が
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
俗
誌
』［1927

］
で
述
べ
た
、「
日
本
人
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
が
同
源
で
あ
る
た
め
、
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南
方
開
発
は
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
理
論
に
対
し
、「
起
源
を
同
じ
く
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
「
救
済
」「
指
導
」
を
心
が
け
て
南
方

開
発
に
あ
た
れ
ば
、
南
方
の
豊
か
な
資
源
は
日
本
人
の
も
の
と
な
る
」
と
指
摘
し
、
実
際
に
は
当
時
の
日
本
の
南
進
は
資
源
確
保
の
た

め
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
［
坂
野2005:368

］。
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
植
民
地
開
発
の
最
北
の
前
線
と
な
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域

へ
の
支
配
も
、
民
族
同
源
論
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
医
療
衛
生
の
改
善
、
文
化
の
向
上
、
及
び
宗
教
の
改
革
と
い
う
御
旗
の
も

と
に
正
当
化
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
日
本
の
植
民
地
期
の
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
に
お
け
る
善
隣
協
会
の
文
化
事
業
は
、
日

本
人
と
モ
ン
ゴ
ル
人
が
同
源
で
あ
る
と
い
う
民
族
同
源
論
を
基
に
日
本
人
を
移
住
さ
せ
て
資
源
開
発
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
矢
内
原
忠
雄
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
化
向
上
を
通
じ
て
「
未
開
」
社
会
を
文
明
化
す
る
こ
と
［
矢
内
原 

1935:389

］
を
目
的
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
近
代
日
本
の
同
仁
会
が
中
国
で
医
療･

文
化
事
業
を
展
開
し
た
の
は
、
日
本
の
中
国
侵
略
へ
の
協
力
、
近
代
医
学
の
普
及
、

お
よ
び
欧
米
に
よ
る
文
化
事
業
の
中
国
展
開
に
対
す
る
対
抗
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
が
（
1
）、
善
隣
協
会
も
こ
う
い
っ
た
性

格
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

善
隣
協
会
が
内
モ
ン
ゴ
ル
で
展
開
し
た
文
化
事
業
と
し
て
は
、
現
地
に
事
業
チ
ー
ム
を
送
り
込
む
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
地
域
に
お

け
る
情
報
収
集
活
動
、
現
地
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
学
校
教
育
の
実
施
、
病
気
治
療
等
の
医
療
活
動
へ
の
従
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

善
隣
協
会
に
よ
る
文
化
事
業
の
性
格
を
把
握
す
る
に
は
以
上
の
三
つ
の
点
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
主
に
医
療
活

動
の
経
緯
を
考
察
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
善
隣
協
会
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
文
化
事
業
は
、
鈴
木
健
一
（
2
）、
祁
建
民
（
3
）、
宝
鉄
梅
（
4
）

等
の
研
究
に
お
い
て
言
及

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
主
に
善
隣
協
会
に
よ
る
学
校
教
育
に
重
点
が
あ
り
、
善
隣
協
会
の
文
化
事
業
そ
の
も

の
の
性
格
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
最
近
、
任
其
懌
は
、「
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
文
化
侵
略
活
動
」
と
い
う

視
点
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
で
善
隣
協
会
の
実
施
し
た
医
療
衛
生
、
教
育
、
学
術
調
査
な
ど
の
活
動
を
検
討
し
、
そ
れ
は
日
本
の
対
内
モ
ン
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ゴ
ル
文
化
侵
略
の
一
部
で
あ
る
（
5
）、
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
任
は
、「
文
化
侵
略
活
動
」
と
い
う
立
場
を
重
要
視
し
て
い
る
た
め
、

善
隣
協
会
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
医
療
衛
生
活
動
の
実
態
を
考
察
し
、
全
体
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
伊
力
娜
は
、
近
代
日
本
が
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
い
て
実
施
し
た
巡
回
診
療
を
中
心
に
日
本
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
医
療
政

策
を
論
じ
た
際
、
善
隣
協
会
の
医
療
活
動
に
言
及
し
て
い
る
が
、「
診
療
班
や
診
療
所
が
形
式
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
医
療
効
果

が
充
分
に
得
ら
れ
て
な
い
」
と
し
（
6
）、
善
隣
協
会
の
医
療
衛
生
事
業
を
展
開
し
た
全
過
程
と
診
療
内
容
、
固
有
の
伝
統
医
学
と
の
相

互
作
用
、
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
考
察
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

近
年
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
科
学
や
植
民
地
の
近
代
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
欧
米
及
び
日
本
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
日
本
で
は
、
日
本
の
周
辺
国
に
対
す
る
医
療
衛
生
事
業
の
展
開
に
伴
う
、
被
植
民
側
や
被
占
領
地
の
社
会
変
動
と
科

学
論
争
、
医
療
衛
生
の
制
度
化
と
近
代
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
7
）。

　

た
だ
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
進
展
し
た
日
本
の
植
民
地
政
策
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
植
民
地
科
学
、

特
に
医
療
衛
生
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
、
頻
繁
に
研
究
の
対
象
と
な
る
の
は
朝
鮮
、
台
湾
、「
満
洲
国
」（
以
下
、
便
宜
上
括
弧
を
外
す
）

で
あ
り
、
特
に
当
時
の
日
本
占
領
軍
の
中
国
大
陸
南
進
と
い
わ
ゆ
る
「
防
共
回
廊
」（

8
）
両
方
の
前
線
と
な
っ
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
に

お
け
る
医
療
衛
生
事
業
を
、
植
民
地
医
療
衛
生
の
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
考
察
し
た
例
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
医
学
史
研
究
は
二
〇
世
紀
末
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
主
な
関
心
は
二
〇
世
紀
ま
で
の
伝
統
医
学
の
歴
史

を
論
じ
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
９
）。
そ
こ
で
は
イ
ン
ド
―
チ
ベ
ッ
ト
医
学
の
流
れ
を
引
い
た
モ
ン
ゴ
ル
伝
統
医
学
の
歴
史
文
献

学
的
研
究
こ
そ
が
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
近
代
医
学
や
中
国
伝
統
医
学
の
拡
大
の
中
で
モ
ン
ゴ
ル
伝
統
医
学
を
擁
護
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
医
学
史
研
究
者
に
と
っ
て
二
〇
世
紀
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
医
学

史
研
究
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
日
本
の
植
民
地
期
の
内
モ
ン
ゴ
ル
独
立･

自
治
運
動
に
対
す
る
客
観
的
研
究

が
政
治
的
問
題
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、
日
本
の
植
民
地
期
の
台
湾
や
朝
鮮
に
お
け
る
科
学
技
術
の
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発
展
が
著
し
く
、
か
つ
そ
れ
に
関
す
る
資
料
も
豊
富
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
科
学
技
術
の
発
達
は
遅
れ
て
お
り
、

ま
た
そ
れ
に
か
か
わ
る
中
国
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
及
び
日
本
語
の
資
料
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
占
領
期
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
医
学
史
研
究
は
依
然
と
し
て
空
白
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
先
行
研
究
を
基
に
、
本
研
究
で
は
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
へ
近
代
日
本
の
医
療
衛
生
を
唯
一
推
進
し
た

と
い
う
べ
き
善
隣
協
会
に
よ
る
医
療
衛
生
事
業
の
考
察
を
お
こ
な
う
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
当
該
協
会
に
よ
る
医
療
衛
生･

文
化
事
業
が

内
モ
ン
ゴ
ル
へ
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
実
態
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
、
国
際
的
に
複
雑
な
状
勢
の
中
で
世
界
列

強
に
よ
る
植
民
地
拡
大
競
争
に
抗
い
、
弱
小
民
族
や
伝
統
的
な
社
会
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
帝
国
主
義
に
抵
抗
す
る
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
的
動
き
が
あ
っ
た
か
を
医
療
衛
生
の
面
か
ら
確
認
す
る
。

　

研
究
方
法
と
し
て
は
、
善
隣
協
会
の
調
査
資
料
と
研
究
雑
誌
、
蒙
疆
政
権
調
査
資
料
と
年
鑑
、
お
よ
び
回
想
録
な
ど
の
関
連
資
料
を

考
察
・
分
析
し
な
が
ら
議
論
を
展
開
す
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
善
隣
協
会
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
国
際
状
況
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
事
情
を

確
認
し
て
み
る
。

2
　
善
隣
協
会
設
立
当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル

　

一
九
三
二
年
に
日
本
関
東
軍
の
満
蒙
独
立
政
策
に
よ
り
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
、ま
た
一
九
三
〇
年
代
に
デ
ム
チ
ュ
ク
ド
ン
ロ
ブ
王（
通

称
「
徳
王
」）
が
指
導
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立･

自
治
運
動
が
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
で
起
き
た
。
関
東
軍
は
、
と
り
わ
け
内
モ
ン
ゴ
ル

を
中
国
か
ら
独
立
さ
せ
、
ま
た
「
中
国
か
ら
の
満
洲
国
干
渉
を
排
し
、
満
洲
国
の
地
歩
を
固
め
」、
社
会
主
義
大
国
「
ソ
連
に
対
す
る

戦
略
体
制
を
有
利
に
」
し
、
更
に
中
国
の
青
海
、
新
疆
へ
勢
力
を
拡
大
し
て
行
き
、
次
第
に
「
西
の
盟
邦
ド
イ
ツ
と
手
を
結
び
、
ソ
連

を
北
に
閉
じ
込
め
よ
う
」
と
い
う
板
垣
征
四
郎
構
想
［
岡
村 1990:13

］、
い
わ
ゆ
る
「
防
共
回
廊
」
構
想
を
取
り
、
中
国
東
北
か
ら
内
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モ
ン
ゴ
ル
西
部
、
さ
ら
に
中
国
中
原
地
域
へ
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
医
療
衛
生
に
関
し
て
は
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
間
に
、
主
に
伝
道
を
目
的
に
内

モ
ン
ゴ
ル
に
入
っ
た
外
国
人
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
代
に
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
す
る
た
め
に
入

っ
た
宣
教
師
ギ
ル
モ
ア
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
に
は
民
間
の
医
者
が
多
く
、
そ
の
大
部
分
は
仏
教
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ

ル
人
は
医
術
と
祈
祷
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
一
視
し
て
い
た
た
め
、僧
侶
た
ち
は
医
療
を
お
こ
な
い
な
が
ら
布
教
す
る
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
医
術
に
は
宗
教
的
な
要
素
が
含
ま
れ
、
脈
を
見
て
薬
を
与
え
る
以
外
に
占
い
も
す
る
の
で
あ
り
、
患
者
が
薬
を
服
用
す

る
以
外
に
祈
祷
も
す
る
の
で
あ
る
［G

ilm
our 1883:185-212

］。

　

ま
た
、『
蒙
古
研
究
』
に
は
、
僧
侶
（
喇ラ

嘛マ

医
者
或
い
は
医
喇
嘛
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
お
こ
な
う
瀉
血
、
灸
、
投
薬
、
祈
祷
な
ど
の

治
療
以
外
に
、
遊
牧
民
の
土
着
医
療
が
記
さ
れ
て
い
る
［
山
崎 1940:130-135

］。
一
方
、
善
隣
協
会
側
の
調
査
報
告
か
ら
は
、
伝
統

医
学
と
近
代
医
学
に
対
す
る
論
争
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
医
療
衛
生
の
管
理
が
仏
教
僧
侶
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
民
間
医
療
は
「
極
め
て
低
級
幼
稚
」
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
う
い
っ
た

状
態
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
協
会
診
療
班
の
会
員
は
強
調
し
て
い
た
［
吉
村 1935:238

］。

　

簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は
、
外
来
勢
力
に
支
配
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
自
治･

独
立
運
動
を
お
こ

な
い
、
一
方
日
本
は
、
満
洲
国
を
樹
立
さ
せ
た
後
に
勢
力
を
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
伸
ば
し
、
軍
事
作
戦
と
文
化
工
作
を
同
時
に
実
施
す

る
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
医
療
衛
生･

文
化
事
業
面
で
非
常
に
遅
れ
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
は
、
善
隣
協
会
が
社
会
的

･

文
化
的
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

3
　
善
隣
協
会
の
設
立
と
そ
の
歩
み
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3.1
　
設
立
の
目
的
と
方
針

　

内
モ
ン
ゴ
ル
で
独
立
・
自
治
運
動
が
動
き
出
し
て
い
た
一
九
三
〇
年
代
初
期
に
、
日
本
で
は
日
本
帝
国
主
義
の
中
国
東
北
地
域
と
内

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
拡
大
に
伴
う
文
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
編
成
が
始
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
満
洲
国
や
内
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
青
年
を
日
本
に
留
学
さ
せ
、
親
日
派
モ
ン
ゴ
ル
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
人
類

学
者
や
科
学
者
を
派
遣
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
の
地
理
環
境･

生
物･

植
物
な
ど
を
調
査
し
、
植
民
地
勢
力
の
拡
大
に
協
力
さ
せ
て
い
た
。

そ
の
一
つ
の
活
動
が
、
善
隣
協
会
に
よ
る
文
化
事
業
で
あ
っ
た
。

　

善
隣
協
会
の
前
身
は
一
九
三
三
年
三
月
に
笹
目
恒
雄
が
設
立
し
た
「
日
蒙
協
会
」
で
あ
っ
た
。
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
笹
目
恒
雄
に

よ
る
と
、
彼
は
一
九
二
四
年
に
呼
倫
貝
爾
副
都
統
、
公
署
庁
長
で
あ
る
栄
安
、
ま
た
翌
年
に
奉
天
に
あ
る
東
北
蒙
旗
師
範
学
校
の
校
長

で
あ
る
郭
道
甫
（
メ
ル
セ
）
を
訪
ね
（
10
）、
日
本
に
留
学
さ
せ
る
た
め
に
優
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
青
年
た
ち
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
依

頼
し
た
。
そ
し
て
、一
九
二
五
年
、笹
目
は
東
京
に「
戴
天
義
塾
」（
一
九
三
一
年
満
洲
事
変
に
よ
り
解
散
）と
い
う
留
学
生
寮
を
設
置
し
、

モ
ン
ゴ
ル
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
親
族
の
援
助
を
受
け
て
留
学
生
教
育
事
業
を
始
め
［
笹
目1976b:15-19

］、
合
計
三
六
名
の
モ
ン

ゴ
ル
人
青
年
を
養
成
し
た
［
笹
目 1976a:228

］。
彼
ら
は
こ
こ
で
寮
生
活
を
し
な
が
ら
日
本
語
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
の

学
校
に
入
学
し
た
。

　

一
九
三
三
年
三
月
、
そ
の
戴
天
義
塾
を
経
営
し
て
い
た
笹
目
恒
雄
が
、
大
本
教
創
始
者
で
あ
る
出
口
王
仁
三
郎
の
縁
で
知
り
合
っ
た

大
嶋
豊
と
協
議
し
、
林
銑
十
郎
、
松
井
石
根
、
山
本
条
太
郎
、
古
仁
所
豊
、
池
田
成
彬
の
援
助
を
受
け
「
日
蒙
協
会
」
を
設
立
し
た
。

ま
た
彼
の
唯
一
の
後
援
者
で
あ
っ
た
林
銑
十
郎
は
、「
将
来
の
蒙
古
独
立
後
の
文
化
活
動
の
た
め
に
「
日
蒙
協
会｣

を
創
立
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」
と
提
唱
し
、
笹
目
恒
雄
の
た
め
に
財
閥
を
説
得
し
て
運
営
資
金
を
作
っ
て
く
れ
た
［
笹
目 1976a:5-10

］。
同
年
十
月

に
陸
軍
少
将
依
田
四
郎
が
「
日
蒙
協
会
」
の
初
代
理
事
長
と
な
っ
た
が
、
十
二
月
に
彼
が
満
洲
国
興
安
総
署
次
長
に
就
任
し
た
た
め
、
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後
任
の
第
二
代
理
事
長
に
は
林
銑
十
郎
に
よ
っ
て
陸
軍
中
将
井
上
璞
が
推
薦
さ
れ
た
。

　
「
日
蒙
協
会
」は
一
九
三
三
年
十
一
月
に
善
隣
協
会
と
改
称
さ
れ
た
が
、善
隣
協
会
と
す
る
目
的
に
つ
い
て
、林
銑
十
郎
は
三
井
、三
菱
、

住
友
、
安
田
の
四
財
閥
の
代
表
を
集
め
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
現
下
の
東
亜
の
状
勢
、
特
に
満
洲
国
の
接
壌
地
帯
た
る
内

蒙
古
に
於
け
る
蒙
古
地
帯
に
対
す
る
所
謂
対
蒙
文
化
工
作
の
緊
急
な
る
必
要
性
」
が
あ
り
、「
こ
の
事
は
も
と
よ
り
国
家
事
業
と
し
て

政
府
自
体
で
遂
行
す
べ
き
事
で
は
あ
る
が
、
種
々
の
事
情
も
あ
り
且
つ
緊
急
の
必
要
性
も
あ
る
の
で
願
わ
く
ば
、
差
し
あ
た
り
御
理
解

あ
る
民
家
の
浄
財
を
得
て
発
足
致
し
度
く
存
ず
る
次
第
で
あ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
善
隣
協
会
設
立
の
必
要
性
と
正
当
性
を
強
調
し
、

内
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
文
化
事
業
に
対
す
る
援
助
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
［
野
副 1981:37-39

］。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
一
月
に
は
参
謀

本
部
の
渡
左
近
少
佐
に
よ
る
内
務
省
へ
の
斡
旋
に
よ
り
善
隣
協
会
は
財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
た
。
協
会
の
初
代
会
長
は
一
条
実
孝
、

副
会
長
は
陸
軍
中
将
楠
山
又
助
で
あ
り
、
理
事
長
に
は
陸
軍
中
将
井
上
璞
が
就
任
し
た
。

　

一
九
三
四
年
に
、
善
隣
協
会
が
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
際
、
表
向
き
に
宣
伝
し
た
協
会
の
趣
旨
、
目
的
、
事
業
の
内
容
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

「
財
団
法
人
善
隣
協
会
創
立
趣
意
」

　

満
洲
事
変
以
来
、
我
帝
国
ハ
上
下
一
致
時
難
ヲ
克
服
シ
、
光
輝
ア
ル
満
洲
国
ノ
建
設
ニ
参
与
シ
、
着
々
其
ノ
実
績
ヲ
収
メ
ツ
、

ア
ル
ハ
東
亜
平
和
ノ
為
メ
誠
ニ
慶
賀
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
一
度
眼
ヲ
其
ノ
西
隣
ニ
馳
セ
、
蒙
古
地
方
ニ
居
住
ス
ル

幾
百
万
民
衆
ノ
現
状
ヲ
直
視
シ
、
其
ノ
将
来
ノ
動
向
ヲ
念
フ
時
、
吾
人
ハ
瞬
時
ト
雖
モ
、
之
ヲ
傍
観
シ
現
況
ニ
放
置
シ
得
ス
、

之
カ
救
済
ニ
任
ス
ル
ハ
当
然
日
本
民
族
ノ
使
命
ニ
シ
テ
更
ニ
大
ニ
奮
起
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
痛
感
ス
、　

惟
フ
ニ
蒙
古
民
族
ハ

我
カ
大
和
民
族
ト
種
族
系
統
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
、（
中
略
）
大
国
家
ヲ
建
設
シ
、
且
ツ
大
ニ
世
界
、
文
化
ニ
貢
献
シ
タ
ル
栄
譽
ア

ル
大
民
族
ナ
リ
シ
モ
、
一
朝
国
家
ノ
衰
亡
ニ
際
会
ス
ル
ヤ
文
化
ハ
衰
頽
シ
産
業
ハ
萎
靡
シ
爾
来
星
霜
ヲ
重
ヌ
ル
幾
百
年
今
ヤ
遂
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ニ
人
類
文
化
ノ
推
運
ヨ
リ
後
退
シ
テ
未
開
窮
乏
ノ
裏
ニ
低
迷
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
之
ヲ
現
状
ニ
徴
セ
ン
カ
、
内
ニ
ハ
宗
教
ノ
腐
敗
道

徳
ノ
頽
廃
ア
リ
、
外
ニ
ハ
赤
化
侵
略
ニ
因
ル
思
想
ノ
惑
乱
ト
経
済
的
無
智
ニ
乗
ス
ル
悪
辣
ナ
ル
搾
取
ア
リ
、
民
衆
ハ
幾
多
天
恵

ノ
資
源
ヲ
擁
シ
ツ
、
猶
ホ
其
ノ
困
窮
ハ
年
ト
共
ニ
甚
シ
キ
ヲ
加
フ
、
殊
ニ
衛
生
医
療
ノ
道
ニ
至
リ
テ
ハ
殆
ン
ト
皆
無
ト
称
ス
ル

モ
敢
テ
過
言
ニ
非
ラ
サ
ル
実
情
ニ
シ
テ
、
民
族
保
健
ノ
低
下
、
死
亡
率
ノ
増
加
ハ
漸
次
人
口
ノ
減
少
ヲ
来
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
然
リ

而
シ
テ
此
等
民
族
中
一
、二
先
覚
ノ
士
無
キ
ニ
非
ラ
サ
ル
モ
微
力
素
ヨ
リ
頽
勢
ヲ
挽
回
ス
ル
ノ
術
ナ
ク
、
宛
カ
モ
泣
イ
テ
河
中
ノ

溺
児
ヲ
傍
観
ス
ル
カ
如
キ
惨
状
ヲ
呈
ス

　

今
ニ
於
テ
之
カ
適
切
ナ
ル
救
済
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
吾
人
ト
兄
弟
種
族
タ
ル
蒙
古
民
族
ハ
世
界
人
類
ノ
落
伍
者
ト

シ
テ
遂
ニ
滅
亡
ノ
悲
運
ニ
陥
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
、
斯
ノ
如
キ
ハ
国
際
正
義
世
界
人
道
ノ
擁
護
ト
、
極
東
平
和
ノ
維
持
確
立
ヲ
使
命

ト
ス
ル
我
カ
大
和
民
族
（
中
略
）
ハ
同
胞
民
族
共
存
共
栄
ノ
大
義
ニ
則
リ
コ
ノ
同
情
ス
ヘ
キ
民
族
ノ
救
済
ニ
邁
進
シ
、
ソ
ノ
文

化
ノ
向
上
ト
福
祉
ノ
増
進
ヲ
図
リ
（
以
上
傍
線
―
引
用
者
）、（
中
略
）
本
事
業
ハ
日
満
蒙
ノ
融
和
親
善
ヲ
促
進
シ
（
以
下
略
）［
善

隣
会 1981:253

］

　

ま
た
「
本
会
ハ
人
道
的
見
地
ヨ
リ
比
隣
諸
民
族
ノ
融
和
親
善
ヲ
図
リ
相
互
文
化
ノ
向
上
ニ
寄
与
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
い
っ
た

目
的
を
基
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
居
住
地
域
よ
り
も
っ
と
幅
広
い
地
域
の
「
比
隣
諸
民
族
ト
ノ
融
和
親
善
」
を
図
る
親
善
事
業
で
あ
る
と
表

面
上
に
定
め
た
が
、「
当
面
の
ね
ら
い
は
モ
ン
ゴ
ル
民
族
で
あ
り
、
し
か
も
チ
ャ
ハ
ル
（
察
哈
爾
―
引
用
者
）、
ス
イ
ユ
ア
ン
（
綏
遠
―

引
用
者
）
両
省
に
わ
か
れ
て
中
国
の
主
権
の
下
に
あ
る
内
蒙
古
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
」［
後
藤
冨
男 1972:262-269

］。

　

そ
の
実
行
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
事
業
十
条
は
、
主
に
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
文
化
事
業
を
目
指
し
た
「
財
団
法
人
善
隣
協
会
ノ
目
的
」

の
中
で
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
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「
財
団
法
人
善
隣
協
会
ノ
目
的
」

一
、　

蒙
古
民
族
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
主
ト
シ
テ
蒙
古
各
地
ニ
文
化
的
施
設
ヲ
行
フ

二
、　

蒙
古
ノ
産
業
開
発
ヲ
助
成
シ
之
カ
通
商
ノ
促
進
ヲ
図
ル

三
、　

相
互
事
情
ノ
紹
介
宣
伝

四
、　

附
属
研
究
所
並
ニ
図
書
館
ノ
経
営

五
、　

蒙
古
留
学
生
ノ
指
導
援
助

六
、　

比
隣
諸
邦
ノ
文
化
産
業
ノ
開
発
指
導
ニ
従
事
ス
ル
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
学
校
ノ
経
営

七
、　

蒙
古
ニ
関
ス
ル
調
査
、
研
究
ノ
発
表

八
、　

診
療
所
ノ
開
設
並
に
巡
回
診
療
ノ
実
施

九
、　

蒙
古
人
子
弟
ノ
教
育

十
、　

蒙
古
ノ
資
源
及
物
質
ノ
調
査
［
善
隣
会 1981:253

］

　

善
隣
協
会
が
公
布
し
た
「
創
立
趣
意
」
と
「
目
的
」
は
以
下
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
か
つ
て
強
大
だ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
衰
退
し
、
文
化･

経
済･

医
療
衛
生
の
面
で
未
開
な
状
態
に
陥
っ
た
も
の
の

豊
か
な
資
源
を
持
つ
。
ま
た
、
外
モ
ン
ゴ
ル
は
共
産
主
義
ソ
連
に
支
配
さ
れ
た
た
め
、
防
共
の
目
的
か
ら
見
る
と
内
モ
ン
ゴ
ル
は
地
理

的
に
特
別
な
地
位
を
与
え
ら
れ
、
満
洲
国
の
設
立
に
成
功
し
た
日
本
は
種
族
系
統
を
同
じ
く
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
を
遅
れ
て
い
る
状
態
か

ら
救
済
し
指
導
す
る
義
務
が
あ
る
と
、
井
上
は
善
隣
協
会
の
文
化
事
業
の
必
要
性
と
正
当
性
を
強
調
し
た
。
実
際
に
、
善
隣
協
会
が
内

モ
ン
ゴ
ル
で
文
化
活
動
や
実
態
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
と
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
軍
部
の
調
査
で
も
、
奥
地
モ
ン
ゴ
ル
人

居
住
地
域
で
は
人
口
が
少
な
く
、
資
源
も
発
見
さ
れ
て
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
張
家
口
か
ら
包
頭
ま
で
の
京
包
沿
線
地
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域
の
経
済
発
展
の
必
要
性
を
説
く
見
解
が
あ
っ
た
（
11
）。
当
時
の
事
情
か
ら
見
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
人
人
口
が
少
な
く
、
資
源
も
未
発
見

の
ま
ま
で
あ
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
で
あ
る
が
（
12
）、
日
本
は
、
種
族
系
統
を
同
じ
く
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
「
救
済
」「
啓
蒙
」
に
あ

た
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
日
本
人
と
親
し
く
な
る
一
方
、
恩
返
し
を
も
っ
て
日
本
の
中
国
侵
略
と
防
共
工
作
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
地
域
へ
展
開
さ
れ
た
善
隣
協
会
の
文
化
事
業
こ
そ
は
そ
の
植
民
地
の
拡
大
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

創
立
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
善
隣
協
会
の
設
立
当
時
の
目
的
は
、「
人
道
的
立
場
」
に
立
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
け
で
は
な
く
「
比
隣
諸

民
族
」
の
「
文
化
向
上
ニ
資
ス
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
最
初
か
ら
、
当
時
中
華
民
国
で
あ
っ
た
チ
ャ
ハ
ル
、
ス
イ
ユ
ア

ン
両
省
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
象
を
絞
っ
て
「
教
育
、
医
療
、
牧
畜
指
導
」
な
ど
の
文
化
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
。
こ
の
こ
と
を
善
隣
協
会
設
立
当
時
の
歴
史
的
背
景
か
ら
見
れ
ば
、
善
隣
協
会
の
設
立
に
政
府
や
軍
部
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
り
、
協
会
の
会
長
や
理
事
長
の
身
分
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
軍
部
指
導
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
政
治
的
背
景
と
し
て
以
下
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
日
本
帝
国
主
義
の
対
満
蒙
政
策
と
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
満
洲

国
の
建
国
理
念
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
三
月
十
二
日
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
「
満
蒙
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
に
は
、「
満
蒙
に
付
て

は
帝
国
の
支
援
の
下
に
当
地
を
政
治
、経
済
、国
防
、交
通
、通
信
等
諸
般
の
関
係
に
於
て
帝
国
存
立
の
重
要
要
素
た
る
の
性
能
を
顕
現
」

し
、
中
国
支
配
か
ら
分
離
さ
せ
た
満
蒙
の
独
立
国
家
を
具
現
す
る
一
方
、
帝
国
日
本
と
し
て
そ
の
国
家
の
治
安
を
維
持
し
、
そ
れ
を
対

ソ
連
、
対
中
国
の
国
防
第
一
線
と
見
な
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
速
や
か
に
統
制
機
関
を
設
置
す
べ
き
、
と
定

め
て
い
る
［
島
田
・
稲
葉 1964:3

］。
そ
し
て
、
満
蒙
経
営
の
一
環
と
し
て
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
は
満
鉄
と
称
す
）
と
満

洲
医
科
大
学
を
中
心
に
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
へ
医
療
衛
生
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
巡
回
診
療
な
ど
の
社
会
事
業
を
お
こ
な
い
、
近
代
日

本
の
医
療
衛
生
の
近
代
性
周
知
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
親
日
感
を
育
む
こ
と
を
図
っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
政
策
を
基
に
満
蒙
支
配
を
実
現

し
た
日
本
は
そ
の
侵
略
の
経
験
を
生
か
し
、
勢
力
を
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
伸
ば
し
た
。
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次
に
関
東
軍
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
中
西
部
を
軍
事
的
に
侵
略
す
る
前
に
、
満
蒙
を
支
配
し
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
懐
柔
か
つ
籠
絡

す
る
た
め
に
啓
蒙
的
文
化
工
作
を
主
な
手
段
と
し
て
実
施
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
七
月
六
日
に
関
東
軍
参
謀
部

が
定
め
た
「
暫
行
蒙
古
人
指
導
方
針
要
綱
案
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
方
針
と
要
綱
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
方
針
は
、「
蒙
古
人
に
対

す
る
指
導
は
先
づ
満
洲
国
内
に
あ
る
蒙
古
人
を
し
て
満
洲
国
内
に
於
て
民
族
協
和
の
精
神
に
基
き
其
の
本
然
の
発
展
を
遂
げ
し
む
る
と

共
に
其
の
生
活
の
安
定
向
上
並
個
人
及
種
族
の
康
寧
を
得
し
め
之
に
依
り
西
部
内
蒙
古
及
外
蒙
古
に
於
け
る
同
族
の
自
覚
憧
憬
を
促
し

自
然
的
に
彼
等
を
し
て
親
満
親
日
に
転
向
せ
し
む
（
後
略
） 

」。
こ
う
い
っ
た
方
針
に
沿
っ
て
関
東
軍
は
以
下
の
要
綱
七
条
を
定
め
た
。

「
①
対
日
信
頼
の
念
を
増
強
せ
し
む　

②
民
族
拮
抗
の
観
念
を
激
化
せ
し
め
ざ
る
如
く
す　

③
統
治
は
旧
慣
を
利
用
し
王
侯
中
心
の
現

制
を
保
持
せ
し
む　

④
察
哈
爾
蒙
人
に
対
す
る
指
導　

⑤
外
蒙
蒙
人
に
対
す
る
指
導　

⑥
生
活
様
式
も
亦
概
ね
現
在
の
も
の
を
踏
襲
せ

し
め
漸
進
的
に
文
化
の
施
設
を
行
ふ　

⑦
興
安
総
署
の
改
造
を
行
ふ
」。
そ
の
中
、
第
一
条
で
は
、
西
部
内
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
政
権
の

「
行
政
機
関
に
は
適
任
の
日
人
指
導
官
を
配
置
し
又
林
西
、
東
烏
珠
穆
沁
（
東
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
―
引
用
者
）、
三
河
等
の
要
地
に
は
陸
軍

特
務
機
関
を
配
置
し
諜
報
の
外
蒙
人
施
設
の
内
面
的
指
導
に
任
ぜ
し
む
」
と
指
摘
、
第
四
条
の
中
で
は
西
部
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
「
満

洲
建
国
及
王
道
政
治
の
実
現
に
至
大
の
関
心
を
有
し
あ
る
実
情
に
鑑
み
主
と
し
て
平
和
的
文
化
工
作
特
に
経
済
的
関
係
の
連
鎖
に
依
り

自
発
的
に
親
満
に
導
き
遂
に
」
不
可
欠
な
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
第
六
条
で
は
、「
蒙
古
人
の
衛
生
状
態

極
て
不
良
に
し
て
逐
次
衰
滅
の
兆
あ
る
に
鑑
み
衛
生
思
想
を
布
及
し
医
療
の
方
法
を
講
じ
所
要
の
地
点
に
衛
生
機
関
を
設
置
す
る
を
要

す
」
と
共
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
で
教
育
を
普
及
す
る
た
め
の
施
設
を
設
営
し
、
仏
教
を
改
革
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
活
気
の
あ
る
「
文
化

生
活
心
」
を
喚
起
す
る
よ
う
に
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
命
令
を
出
し
て
い
る
［
島
田
・
稲
葉 1964:447-448

］。
日
本
は
植
民
地
を
拡

大
す
る
た
め
の
軍
事
的
侵
略
を
実
施
す
る
前
に
、
医
療
衛
生･

文
化
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
人
の
侵
略
者
に
対
す
る
抵
抗

感
と
警
戒
心
を
和
ら
げ
、
親
日
感
を
醸
成
す
る
試
み
を
し
て
い
た
。
つ
ま
り
笹
目
恒
雄
が
創
立
し
た
「
戴
天
義
塾
」、「
日
蒙
協
会
」
な

ど
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
対
モ
ン
ゴ
ル
人
文
化
活
動
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
軍
事
的
に
進
出
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
た
政
府
や
軍
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部
の
関
心
を
高
め
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
財
団
法
人
善
隣
協
会
の
設
立
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

林
銑
十
郎
が
一
九
三
三
年
十
一
月
に
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
な
ど
の
四
財
閥
の
代
表
を
資
金
要
請
の
た
め
に
集
め
て
主
張
し
た

よ
う
に
、
善
隣
協
会
の
発
足
は
満
洲
国
よ
り
西
の
西
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
を
支
配
す

る
た
め
の
「
対
蒙
文
化
工
作
の
緊
急
な
る
必
要
性
」
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
一
九
四
二
年
に
中
亜
問
題
研
究
会
が
編
集
し
た
『
内
蒙
古
対
策
論
』
に
は
、
軍

指
導
下
に
あ
る
最
高
顧
問
が
蒙
疆
地
域
で
お
こ
な
う
べ
き
政
策
を
定
め
て
お
り
、「
一
、

蒙
古
民
族
社
会
ノ
革
新　

二
、
中
央
集
権
政
治
ノ
確
立　

三
、
統
一
的
経
済
政
策
ノ

強
行　

四
、
新
文
教
政
策
ノ
確
立　

五
、
文
化
社
会
施
設
ノ
徹
底
完
備
」
と
策
定
し

て
い
る
。
そ
の
第
五
条
に
は
「
①
診
療
所
、
病
院
、
母
子
保
護
所
網
ノ
樹
立　

②
各

営
地
ヲ
中
心
ト
ス
ル
家
畜
防
疫
衛
生
施
設
網
ノ
強
化　

③
民
族
文
化
ノ
発
揚
」
と
い

う
項
目
を
明
記
し
、「
従
来
ノ
ゴ
ト
キ
診
療
ノ
タ
メ
ノ
診
療
、
教
育
ノ
タ
メ
ノ
教
育
ナ

ド
、
イ
ヅ
レ
モ
未
来
ニ
走
リ
テ
何
ラ
ノ
統
一
的
ナ
ル
指
導
原
理
ヲ
有
セ
ザ
ル
ハ
、
今

後
最
モ
、
戒
慎
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
マ
タ
、
彌
縫
的
ナ
ル
仁
丹
宣
撫
式
ノ
方
策
ハ
真

ニ
今
日
ニ
オ
ケ
ル
蒙
古
人
ノ
乞
食
根
性
ヲ
助
成
シ
タ
ル
最
大
ノ
理
由
ナ
リ
ト
ス
（
以

下
略
）」
と
、
医
療
と
教
育
の
目
的
並
び
に
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
、
統
一
的
に
指
導

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
［
中
亜
細
亜
問
題
研
究
会 1942:120-131

］。

　

財
団
法
人
善
隣
協
会
は
こ
う
い
っ
た
背
景
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
初
期
組
織
構
成
は
【
図
１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

善隣協会

理事長井上璞

新京事務所
（5名）

東京本部
（13名）

内蒙支部
（39名,支部長:藤井弁輔）

西ウジュムチン班

（5名 , 医師 : 佐藤）

西スニット班
（9名,医師：浜田）

多倫事務所
（13名）

アバガ貝子廟班
（12名 ,医師：半田）

【図 1】一九三四―一九三五年度善隣協会組織構成図

善隣会編『善隣協会史』［1981:268-269］を基に筆者が作成
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3.2
　
協
会
の
文
化
事
業

　

善
隣
協
会
機
関
誌
『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』
一
九
三
七
年
第
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
内
蒙
支
部
診
療
報
告
」［1937(8):142-154

］

に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
に
お
け
る
善
隣
協
会
の
現
地
派
遣
の
編
成
構
造
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
春
、
善
隣
協
会
は
満

洲
国
新
京
事
務
所
を
拠
点
に
、
教
師
、
医
師
、
獣
医
な
ら
び
に
モ
ン
ゴ
ル
語
や
中
国
語
に
堪
能
な
調
査
員
、
通
訳
者
に
よ
っ
て
編
成
さ

れ
た
「
ア
バ
ガ
班
」
と
「
西
ス
ニ
ッ
ト
班
」
を
、
内
モ
ン
ゴ
ル
林
西
お
よ
び
多
倫
経
由
で
ア
バ
ガ
旗
と
西
ス
ニ
ッ
ト
旗
へ
派
遣
し
、
四

月
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
た
め
の
小
学
校
、
診
療
所
、
模
範
牧
場
を
開
設
し
た
。
尚
、
善
隣
協
会
は
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
に
、

シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
ホ
ル
ト
廟
、
東
ア
バ
ハ
ナ
ル
旗
貝
子
廟
、
西
ス
ニ
ッ
ト
旗
王
府
付
近
等
、
ま
た
チ
ャ
ハ
ル
盟
の

正
白
旗
ボ
ル
ト
ロ
ガ
イ
廟
、
徳
化
、
張
北
市
、
さ
ら
に
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ
盟
百
霊
廟
な
ど
の
箇
所
に
診
療
所
を
設
け
、
外
来
患
者
を
診
察

し
た
。

　

さ
ら
に
、
善
隣
協
会
は
教
育
の
面
で
は
次
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
た
。
日
本
国
内
で
は
東
京
本
部
が
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
留
学
生
を

受
け
入
れ
、
最
初
に
「
蒙
古
留
学
生
部
」、
善
隣
専
門
学
校
「
蒙
古
学
生
部
」
な
ど
で
予
備
教
育
を
施
し
、
そ
の
後
日
本
の
各
学
校
へ

送
っ
た
。
ま
た
、一
九
三
五
年
に
は
「
善
隣
協
会
専
門
学
校
」（
の
ち
「
善
隣
高
等
商
業
学
校
」
一
九
三
九
年;

「
善
隣
外
事
専
門
学
校
」

一
九
四
四
年
改
称
）
と
い
う
近
隣
諸
国
の
開
発
指
導
に
任
ず
る
日
本
人
青
年
の
養
成
機
関
を
創
立
し
、
植
民
地
経
営
の
た
め
の
人
材
育

成
を
お
こ
な
い
、
現
地
へ
送
り
込
ん
だ
。
一
方
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
小
学
校
を
設
け
、
日
本
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
初
等
教
育
を
積
極

的
に
お
こ
な
い
、
親
日
モ
ン
ゴ
ル
人
を
養
成
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
た
。
た
と
え
ば
、
善
隣
協
会
錫
盟
第
一
初
等
学
校
が
ア
バ
ガ

旗
に
一
九
三
五
年
に
開
校
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
学
生
の
初
等
教
育
を
実
施
し
て
い
る
［
保
科 1936(3):25-27

］。
ま
た
、
満
洲
医
科
大

学
に
「
蒙
古
人
委
託
学
生
」
数
名
を
派
遣
し
た
り
、
厚
和
（
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
所
在
地
フ
フ
ホ
ト
市
）
で
「
蒙
古
医
療

研
究
生
」
の
養
成
を
お
こ
な
っ
た
り
し
て
い
た
［
善
隣
会 1981: ii-iii

］。
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善
隣
協
会
は
、
近
隣
民
族
の
植
民
地
化
と
日
蒙
親
善
と
い
う
複
雑
な
使
命
を
背
負
っ
て
内
モ
ン
ゴ
ル
の
辺
鄙
な
奥
地
へ
事
業
を
展
開

し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
日
本
軍
や
特
務
機
関
の
存
在
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
文
化
向
上
と
医
療
改
善
の
活
動
に
は
、
自
治
政
府

の
協
力
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
診
療
班
が
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
派
遣
さ
れ
た
当
初
、
徳
王
と
連
絡
を
取
り
診
療
所
を
設
営
す
る
許
可
を
得

て
お
り
、
日
中
戦
争
勃
発
後
は
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
の
診
療
所
や
学
校
を
徳
王
の
自
治
政
府
に
委
譲
し
て
管
理
さ
せ
て
い
た
。

　

善
隣
協
会
は
一
九
三
四
年
に
は
多
倫
に
「
内
蒙
支
部
」(

内
モ
ン
ゴ
ル
支
部)

を
開
設
し
、
一
九
三
六
年
に
は
「
百
霊
廟
班
」
を
設

置
し
た
が
、
こ
れ
に
引
き
続
き
、「
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
班
」、「
馬
王
府
班
」
を
設
営
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
の
勃

発
に
伴
い
、
そ
の
活
動
範
囲
が
関
東
軍
の
戦
時
要
求
に
応
じ
て
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
フ
フ
ホ
ト
や
包
頭
へ
拡
大
し
た
ほ
か
、
蒙
古
聯
盟
自

治
政
府
の
成
立
に
伴
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
地
域
の
小
学
校
や
診
療
所
を
政
府
に
委
譲
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
九
年
に
は
内
モ

ン
ゴ
ル
中
部
の
事
業
は
西
部
地
域
で
あ
る
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ
と
イ
フ
ジ
ョ
ウ
両
盟
へ
拠
点
を
移
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
教
育
と

医
療
を
中
心
に
活
動
を
お
こ
な
っ
た
［
善
隣
会 1981: iii

］。
一
九
四
〇
年
に
な
る
と
、
駐
蒙
日
本
軍
の
要
請
に
よ
り
、
善
隣
協
会
は
東

京
の
「
善
隣
協
会
」
と
張
家
口
の
「
蒙
古
善
隣
協
会
」
と
分
れ
た
。
前
者
は
主
に
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
の
養
成
と
モ
ン
ゴ
ル
研
究
に
全

力
を
尽
く
し
、
後
者
は
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
の
文
化
事
業
を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
、　

一
九
四
四
年
、
蒙
古
善
隣
協
会
は
蒙
古
自
治

邦
政
府
の
指
示
に
よ
り
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
の
事
業
を
「
蒙
古
善
隣
調
査
所
」
と
し
て
組
織
し
た
が
、そ
の
活
動
範
囲
は
フ
フ
ホ
ト
、

包
頭
を
中
心
と
し
た
地
域
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
回
教
徒
に
し
ぼ
ら
れ
た
ま
ま
日
本
敗
戦
を
迎
え
、
善
隣
協
会
の
内
モ
ン
ゴ
ル
で
の
文
化
事

業
が
終
焉
す
る
。
一
方
、
東
京
の
善
隣
協
会
は
東
京
大
空
襲
で
本
部
を
失
い
、
一
九
四
七
年
に
解
散
さ
れ
た
。

　

善
隣
協
会
の
文
化
事
業
の
も
う
一
つ
の
活
動
は
、
漢
文
化
圏
の
周
辺
の
モ
ン
ゴ
ル
や
回
民
族
に
関
す
る
調
査
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
は
当
時
の
時
評
、
政
治
、
経
済
、
民
族
問
題
、
宗
教
、
歴
史
、
地
誌
、
医
療
衛
生
、
教
育
、
文
学
な
ど
に
お
よ
び
、『
蒙
古
年
鑑
』

［1936

］、『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』［1935-1939

］、『
蒙
古
大
観
』［1938

］、『
蒙
古
』［1939-1944

通
巻
一
四
六
号
］、『
内
陸
ア
ジ
ア
』

（1941-1942

、
通
巻
二
号
）
な
ど
の
出
版
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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善
隣
協
会
は
、
東
京
本
部
を
中
枢
組
織
と
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
へ
文
化･

医
療
衛
生
事
業
を
お
こ
な
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
日

中
戦
争
勃
発
後
は
駐
蒙
軍
の
指
令
に
応
じ
て
東
京
の
善
隣
協
会
と
張
家
口
の
蒙
古
善
隣
協
会
と
分
か
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
日
本
の
植
民

思
想
を
基
に
行
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
後
藤
冨
男
が
証
言
し
た
よ
う
に
「
も
と
も
と
善
隣
協
会
自
体
が
、
い
わ
ゆ
る
国
策
遂
行

の
一
尖
兵
と
し
て
の
役
割
を
荷
な
っ
て
誕
生
し
た
」［
後
藤
冨
男 1972:264

］
文
化
団
体
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
文
化
活
動
の

一
つ
で
あ
る
医
療
衛
生
事
業
を
考
察
し
た
い
。

4
　
善
隣
協
会
の
医
療
衛
生
活
動

4.1
　
診
療
所
設
営
と
巡
回
診
療

　

中
国
大
陸
南
進
政
策
の
実
施
と
防
共
前
線
の
強
化
を
目
的
に
、
日
本
は
植
民
地
勢
力
を
内
モ
ン
ゴ
ル
中
西
部
へ
拡
大
し
た
が
、
善
隣

協
会
の
創
立
当
時
の
事
業
の
一
つ
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
「
診
療
所
ノ
開
設
並
ニ
巡
回
診
療
ノ
実
施
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

一
九
三
四
年
四
月
に
善
隣
協
会
は
、
新
京
事
務
所
の
拠
点
か
ら
二
つ
の
事
業
班
を
編
成
し
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
へ
送
っ
た
。
そ
の

両
事
業
班
は
後
に
「
内
蒙
支
部
」
の
管
轄
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、「
ア
バ
ガ
班
」
班
長
に
は
、
藤
中
弁
輔
が
、「
ス
ニ
ッ
ト
班
」
班
長

に
は
前
川
坦
吉
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
は
教
師
、
医
師
、
獣
医
師
及
び
モ
ン
ゴ
ル
語
、
中
国
語
に
堪
能
な
調
査
員
、
通
訳
が

配
さ
れ
た
。
彼
ら
の
文
化
事
業
の
一
つ
で
あ
る
医
療
活
動
は
、医
事
調
査･
病
気
診
療･

医
師
養
成
と
い
う
三
つ
の
面
で
展
開
さ
れ
た
。

医
事
調
査
は
巡
回
診
療
と
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
主
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
健
康･

病
気･

死
に
関
す
る
認
識
、
衛
生

状
態
と
衛
生
施
設
、
病
気
の
種
類
を
調
査
し
た
［
善
隣
協
会 1938:59-65; 98-106
］。
こ
こ
で
善
隣
協
会
診
療
班
及
び
そ
の
他
の
衛
生

機
関
が
調
査
し
た
風
土
病
と
そ
の
治
療
に
関
す
る
報
告
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
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【
表
1
】
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
の
風
土
病

　
　
　
　
　
　

疾
病
事
項

疾
病
類
別

発
病
原
因

伝
染
ル
ー
ト

主
な
症
状

治
療
と
予
防

再
帰
熱

再
帰
熱
螺
旋
状
菌
の

伝
染

蚤
、
虱
、
南
京
虫
、

蚊
に
よ
る
仲
介

悪
寒
戦
慄
、
頭
痛
、
全
身

倦
怠
、
関
節
痛
。
汚
い
黄

色
の
皮
膚
と
腓
腹
筋
の

圧
痛
感

サ
ル
バ
ル
サ
ン
注
射
、
衛

生
の
注
意
と
防
虫

発
疹
熱

不
明

衣
虱

悪
寒
戦
慄
、
高
熱
、
皮
膚

に
小
薔
薇
疹
、
麻
疹
の
よ

う
な
疹
が
出
る

治
療
法
は
不
明
、
予
防
と

し
て
衛
生
の
注
意

波
状
熱

家
畜
ブ
ル
セ
ラ
菌

家
畜
流
産
物
に
よ
る

人
体
へ
の
感
染

発
熱
前
の
眼
痛
、
発
高
熱

後
の
悪
寒
と
全
身
の
疼

痛

特
定
の
治
療
法
は
な
い

眼
蝿
蛆
症

大
馬
蝿
科
、
牛
蝿
科
の

蝿

蝿
が
目
に
飛
び
込
み
、

蛆
を
生
み
つ
け
る

重
症
に
な
る
と
、
目
が
見

え
な
く
な
る

タ
バ
コ
の
葉
を
若
干
水
に

浸
し
、
そ
の
抽
出
液
を
目

に
点
し
蛆
を
殺
し
て
ふ
き

取
る

　
　
　
清
水
敏
「
蒙
疆
の
風
土
病
」『
蒙
古
』［1943(11):56-59
］
を
基
に
筆
者
が
作
成

　

善
隣
協
会
診
療
班
は
【
表
１
】
の
よ
う
な
風
土
病
の
調
査･
診
療
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
風
土
病
予
防
方
法
を
現
地
人
及
び
日
本
人

へ
宣
伝
し
た
。
ま
た
毎
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
天
然
痘
が
発
生
し
流
行
す
る
に
当
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
児
童
に
対
し
て
近
代
的
な

種
痘
法
も
実
施
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
本
来
、
医
者
が
巡
回
診
療
を
お
こ
な
う
た
び
に
伝
統
的
な
人
痘
種
痘
法
を
施
し
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
在
来
の
種
痘
法
と
は
天
然
痘
患
者
の
皮
膚
に
生
じ
た
痘
瘡
（
膿
疱
）
の
内
容
物
、
す
な
わ
ち
人
体
天
然
痘
漿
（
液
体
）
を
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鼻
粘
膜
へ
細
小
管
を
も
っ
て
吹
き
込
ん
だ
り
、
小
さ
な
匙
を
も
っ
て
す
り
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
種
痘
を
受
け
た

者
は
一
週
間
な
い
し
十
日
間
療
養
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
善
隣
協
会
会
員
畠
山
に
よ
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
種
痘
を
一
生
の
重
要
な
こ

と
と
信
じ
、
喇
嘛
医
者
が
種
痘
を
施
す
た
め
に
巡
回
し
て
く
る
と
、
一
つ
の
場
所
へ
ゲ
ル
を
も
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
種
痘
を
受
け
る
と

い
う
。
善
隣
協
会
は
近
代
的
な
種
痘
法
、
す
な
わ
ち
牛
痘
（Variola Vaccine

）
接
種
法
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
喇
嘛
医
者
に
そ
の

種
痘
法
を
教
授
し
た
上
で
、
痘
苗
を
必
要
に
応
じ
て
配
っ
た
と
い
う
［
畠
山 1937(7):122-123

］。
ま
た
、
喇
嘛
医
者
に
と
っ
て
難
病

と
も
言
わ
れ
る
、
皮
膚
や
歯
肉
か
ら
の
出
血
、
貧
血
、
衰
弱
な
ど
の
症
状
を
あ
ら
わ
す
疾
患
に
対
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
欠
乏
に
よ
っ

て
生
じ
る
壊
血
病
で
あ
る
と
診
断
し
、
軽
症
に
ビ
タ
ミ
ン
C
（
ビ
タ
ミ
ン
C
補
給
が
不
足
の
た
め
オ
レ
ン
ジ
汁
を
飲
ま
せ
る
）
の
補
充

を
施
し
、
重
症
に
は
ゲ
ラ
チ
ン
液
、
コ
ア
グ
レ
ン
液
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
注
射
し
た
り
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
充
分
与
え
た
り
し
て

患
者
を
救
っ
た
［
浜
田 1936(6):56-59
］。
こ
の
よ
う
に
、
善
隣
協
会
は
風
土
病
と
伝
染
病
の
予
防
と
治
療
を
通
じ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル

へ
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
の
健
康
を
確
保
す
る
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
関
係
を
良
く
し
、
事
業
を
逐
次
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

派
遣
事
業
班
の
任
務
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
診
療
、
衛
生
思
想
の
普
及
、
家
畜
の
診
療
と
改
良
（
13
）、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
子
供
た

ち
に
対
す
る
啓
蒙
教
育
、
産
業
の
調
査
と
指
導
、
資
源
調
査
、
資
料
と
情
報
収
集
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
主
な
事
業
と
し
て
医
療
衛
生
と

文
化
教
育
を
扱
っ
て
い
た
。
満
洲
国
か
ら
出
発
し
た
事
業
班
は
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
に
到
着
後
、「
ス
ニ
ッ
ト
班
」
班
長
の
前
川
が
診
療
所

を
設
立
す
る
た
め
に
当
時
の
自
治
運
動
の
指
導
者
で
あ
っ
た
徳
王
に
挨
拶
に
行
っ
た
際
、
徳
王
か
ら
「
民
衆
の
た
め
、
医
療
を
ぜ
ひ
お

願
い
し
た
い
」
と
の
許
可
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
［
後
藤
富
之
祐 1981:41

］。
こ
う
し
て
善
隣
協
会
は
現
地
人
と
交
流
を
深

め
な
が
ら
医
療
活
動
を
始
め
た
が
、
一
年
目
（
一
九
三
四
年
）
の
診
療
範
囲
は
外
科
、
内
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
な
ど
七
科
に
及
び
、
診

療
し
た
患
者
数
は
一
七
二
二
人
に
達
成
し
た
［
善
隣
協
会 1935(1):38-49
］。
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【
表
2
】
一
九
三
四
年
善
隣
協
会
診
療
班
診
療
患
者
数
統
計
表

　
　
　
　
　
　

診
療
班

各
科
類
別

西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
班

貝
子
廟
班

西
ス
ニ
ッ
ト
班

合
計

外
科

三
十
二

二
六
八

一
五
三

四
五
三

内
科

十
七

三
十
四

五
十
五

一
〇
六

皮
膚
科

二
十
九

一
六
五

三
五
五

五
四
九

眼
科

二
十
三

四
十
六

一
一
〇

一
七
九

泌
尿
・
花
柳
科

十
一

二
三
八

〇

二
四
九

耳
鼻
咽
喉
科

〇

六
〇

五
十
六

一
一
六

婦
人
科

〇

〇

七
〇

七
〇

合
計

一
一
二

八
一
一

七
九
九

一
七
二
二

　
　
　
善
隣
協
会
「
蒙
古
人
を
診
療
し
て
」『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』［1935(1):38-49

」
を
基
に
筆
者
が
作
成

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
内
科
は
外
科
よ
り
患
者
数
が
多
く
見
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
上
記
の
【
表
2
】
に
記
録
さ
れ
た
よ
う
に
外
科
の
患
者

数
が
内
科
の
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
そ
の
次
は
皮
膚
科
と
泌
尿
器
花
柳
病
科
の
患
者
数
が
目
立
つ
。
こ
の
三
種
類
の
疾
患
が
多
い
こ
と

に
つ
い
て
、
善
隣
協
会
内
モ
ン
ゴ
ル
診
療
班
の
報
告
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
と
し
て
は
、
冬
が
極
め
て
寒
く
、

夏
が
非
常
に
熱
い
草
原･

砂
漠
地
帯
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
は
生
ま
れ
つ
き
弱
い
者
が
適
者
生
存
的
に
自
然
淘
汰
と

な
り
、
頑
丈
な
体
質
を
持
つ
者
だ
け
が
生
き
残
る
。
ま
た
、
医
療
条
件
が
極
め
て
低
い
た
め
、
一
旦
病
気
に
罹
っ
た
ら
病
勢
が
亢
進
し

て
死
亡
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
生
存
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
内
科
的
疾
患
に
対
し
て
相
当
強
い
抵
抗
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。

皮
膚
疾
患
に
対
し
て
は
、
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
衛
生
思
想
に
乏
し
く
、
不
潔
な
生
活
を
営
む
た
め
そ
う
い
っ
た
皮
膚
病
に
罹
り
や
す

く
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
泌
尿
器
花
柳
病
が
多
い
こ
と
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
一
般
の
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
は
貞
操
観

念
に
乏
し
く
、
崇
拝
し
て
い
る
仏
教
の
喇
嘛
僧
侶
に
対
し
て
、
未
婚
者
で
あ
れ
、
既
婚
者
で
あ
れ
、
皆
同
じ
く
自
ら
の
貞
操
を
自
由
に
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提
供
す
る
。
ま
た
、
男
女
間
の
性
的
関
係
が
非
常
に
自
由
で
あ
り
、
さ
ら
に
衛
生
知
識
も
乏
し
い
た
め
、
梅
毒
に
感
染
し
て
し
ま
う
。

一
方
、
仏
教
寺
院
で
の
喇
嘛
僧
侶
の
間
で
も
男
色
（
同
性
愛
行
為
）
が
比
較
的
に
多
く
、
そ
の
行
為
が
肛
門
疾
患
の
花
柳
病
を
引
き
起

こ
す
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
こ
う
い
っ
た
淋
疾
を
性
病
と
知
ら
ず
、
乗
馬
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
青
年
に
な
る
と
一
度

必
ず
罹
る
疾
患
で
あ
る
と
考
え
、ま
た
真
冬
に
な
る
と
そ
の
症
状
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
、モ
ン
ゴ
ル
語
で「
フ
イ
ト
ウ
ン･

ウ
ブ
ッ
チ
ン
」

（
寒
き
病
）
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
［
善
隣
協
会1935(1):38-49;

吉
村 1935:252

］。
以
上
の
よ
う
に
、
善
隣
協
会
の
報
告
は
「
近
代

医
学
の
知
識
を
持
つ
外
来
者
に
よ
る
一
方
的
な
記
録
で
あ
る
」
が
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
の
習
慣
、
健
康
観･

病
気
観
の
あ
り
方
を
あ
る
程

度
示
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
内
科
は
喇
嘛
医
の
方
が
上
手
で
、外
科
は
日
本
医
の
方
が
効
果
が
あ
る
」

［
池
田 1940:126

］
と
い
っ
た
言
葉
が
現
地
モ
ン
ゴ
ル
人
の
中
で
は
や
っ
て
い
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
内
科
疾
患
に
罹
っ
た
場
合
、

そ
の
病
気
治
療
は
喇
嘛
医
に
頼
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
隣
協
会
の
報
告
に
は
内
科
疾
患
の
患
者
数
が
少
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
三
地
域
を
含
む
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
人
口
は
、『
蒙
古
大
観
』［1938

］
の
統
計
に
よ
る
と
三
六
八
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
人
口
が
少
な
い
地
域
で
は
、
診
療
班
の
活
動
は
ま
ず
草
原
地
域
に
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
、
ま
た
そ
こ
を
拠
点
と
し
た
巡
廻

診
療
の
実
施
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
医
師
と
モ
ン
ゴ
ル
人
通
訳
者
の
協
力
に
よ
っ
て
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。

　

一
方
、
善
隣
協
会
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
お
け
る
医
療
衛
生
事
業
は
当
初
か
ら
順
調
に
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
近
代
日

本
の
医
療
衛
生
の
影
響
を
広
げ
る
目
的
で
事
業
を
慎
重
に
展
開
す
る
善
隣
協
会
、
仏
教
的
権
威
を
も
っ
て
伝
統
的
な
医
療
の
社
会
的
高

い
地
位
を
死
守
す
る
喇
嘛
医
者
、
及
び
仏
教
を
信
仰
し
外
来
者
の
す
べ
て
の
活
動
を
半
信
半
疑
で
警
戒
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
民
衆
の
三
角

的
な
相
互
作
用
が
あ
っ
た
。
善
隣
協
会
は
植
民
地
主
義
の
啓
蒙
的
思
想
を
も
っ
て
日
本
の
近
代
文
化
を
伝
播
す
る
使
者
と
し
て
、
ま
た

そ
の
先
駆
者
と
し
て
関
東
軍
の
軍
事
作
戦
と
協
力
す
る
任
務
を
背
負
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
診
療
所
を
設
営
し
巡
回
診
療
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
近
代
日
本
の
影
響
を
深
め
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
医
療
活
動
を
慎
重
に
進
め
た
。
彼
ら
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に
と
っ
て
は
、
喇
嘛
医
者
の
動
き
を
観
察
す
る
こ
と
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
診
療
に
対
す
る
信
頼
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

善
隣
協
会
は
そ
の
観
察
し
た
感
想
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　

奥
地
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
内
外
両
蒙
を
通
じ
て
、
最
も
保
守
、
頑
迷
、
懐
疑
心
頗
る
強
く
、
新
来
の
文
化
に
対
し
狭
量
な
の
が
最
大

の
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
有
識
者
た
る
役
人
、
喇
嘛
等
も
住
民
に
な
る
べ
く
刺
戟
を
与
へ
ざ
る
を
望
み
、
可
及
的
に
逃
避
的

態
度
を
取
っ
て
ゐ
る
。」（
中
略
）
少
数
の
受
診
者
は
「
夕
刻
を
選
ん
で
来
り
、
そ
の
診
療
班
包
に
入
る
に
当
っ
て
は
、
そ
れ
と
な
く
近

辺
を
見
ま
は
し
、
人
気
な
き
を
う
か
ゞ
ふ
と
云
う
風
で
、
絶
え
ず
他
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
ゐ
る
。」（
中
略
）「
一
方
喇
嘛
に

と
っ
て
は
、
医
療
は
相
当
の
報
酬
を
約
束
し
、
更
に
自
ら
の
権
威
を
高
む
る
手
段
た
る
以
上
、
外
来
医
術
の
侵
入
は
直
ち
に
彼
等
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
我
々
を
白
眼
視
す
る
。
故
に
こ
の
喇
嘛
の
精
神
的
圧
迫
に
よ
り
受
診
者
が
少
数
で
あ
っ

た
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。」［
善
隣
協
会 1935(1):38-49

］
善
隣
協
会
は
こ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
た
め
、
ま
ず
近
代
衛
生
思
想
を
普

及
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
し
、
巡
回
診
療
を
施
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
仏
教
的
信
仰
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が

ら
近
代
医
術
を
説
明
し
た
り
、
喇
嘛
僧
侶
を
説
得
す
る
た
め
に
彼
ら
を
協
会
事
務
所
に
招
待
し
た
り
、
ま
た
彼
ら
の
自
宅
を
訪
問
し
た

り
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
警
戒
心
も
ゆ
る
く
な
る
な
か
、
日
本
人
が
持
っ
て
き
た
医
療
衛
生
に
対
す
る
喇
嘛

僧
侶
の
抵
抗
感
も
薄
く
な
り
、
診
療
所
を
訪
れ
る
患
者
が
徐
々
に
増
え
た
と
い
う
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
は
日
本
人
が
も
た
ら
し
た
医
療
衛
生
の
広
が
り
を
警
戒
し
、
抵
抗
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
人
々
の
心
身
健
康
へ
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
し
て
い
た
仏
教
と
伝
統
医
療
が
、
そ
の
地
域
社
会
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
う
い
っ
た
民
心
を
つ
か
む
た
め
に
、
植
民
側
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
を
改
革
し
た
り
（
14
）、
伝
統
医
者
に

近
代
医
学
の
知
識
を
教
え
た
り
し
た
の
で
あ
る
（
医
学
教
育
に
つ
い
て
詳
し
く
は
本
論
文
「4.2.2　

医
学
教
育
」
を
参
照
）。
い
わ
ゆ

る
文
明
化
し
た
医
療
衛
生
の
学
知
を
以
て
「
未
開
」
の
先
住
民
社
会
の
医
療
衛
生
状
況
を
改
善
す
る
と
い
う
植
民
地
側
の
医
療
衛
生
思

想
が
、
日
本
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
の
奥
地
に
入
っ
た
診
療
班
に
根
強
く
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
る
。
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善
隣
協
会
が
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
展
開
し
た
医
療
衛
生･

文
化
事
業
の
業
績
は
、
関
東
軍
参
謀
部
の
関
心
を
引
い
た
。
一
九
三
五
年
七
月

二
十
五
日
に
関
東
軍
参
謀
部
が
策
定
し
た
「
対
内
蒙
施
策
要
領
」（
極
秘
）
の
中
で
は
、
そ
の
施
策
重
点
地
域
を
「
多
倫
及
西
蘇
尼
特

方
面
」（
現
在
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
）
へ
置
き
、「
内
蒙
工
作
」
の
一
つ
と
し
て
「
文
化
工
作
」
を
取
り
上
げ
た
。
関
東

軍
が
定
め
た
「
文
化
工
作
」
に
は
、「
宗
教
工
作
、
教
育
工
作
、
衛
生
工
作
」
が
含
ま
れ
、
具
体
的
な
「
衛
生
工
作
」
と
し
て
は
「
衛

生
思
想
を
根
本
的
に
更
改
せ
し
む
る
の
要
あ
る
も
差
向
き
無
料
診
療
に
依
り
人
心
の
収
攬
を
図
り
行
政
施
設
、
教
育
の
進
歩
に
伴
ひ
て

逐
次
に
之
を
改
善
せ
し
む
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
診
療
は
主
と
し
て
善
隣
協
会
を
し
て
之
に
当
た
ら
し
め
交
通
網
其

他
に
就
き
有
利
な
る
条
件
を
具
備
す
る
地
点
に
駐
留
し
て
実
施
せ
し
む
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
「
資
金
の
補
充

に
関
し
て
は
研
究
中
な
る
が
軍
及
満
鉄
よ
り
も
一
部
の
支
出
を
為
す
こ
と
」
と
策
定
し
て
い
る
［
島
田
・
稲
葉 1964:492-500

］。
つ

ま
り
、
関
東
軍
は
内
モ
ン
ゴ
ル
を
占
領
す
る
た
め
の
「
文
化
工
作
」
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
善
隣
協
会
を
正
式
に
認
め
た
上
、
そ
の

活
動
資
金
の
一
部
を
支
出
す
る
こ
と
も
内
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
視
野
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
一
月
、
関
東
軍
参
謀
部
は
そ

れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、「
対
蒙
（
西
北
）
施
策
要
領
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
中
で
は
、「
善
隣
協
会
ノ
拡
張
ヲ
図
ル
」
内
容
と
し
て
診

療
所
と
小
学
校
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
要
ス
ル
経
費
ハ
協
会
基
本
金
ノ
外
外
務
省
、
満
鉄
及
軍
ヨ
リ
ノ
補
助
金
ニ
依
ル
」

も
の
と
し
た
。
ま
た
「
協
会
本
部
ハ
新
京
若
ハ
多
倫
ニ
推
進
ス
」
と
指
摘
し
［
秦 1961:339-344

］、経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、

善
隣
協
会
の
医
療
衛
生
事
業
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

善
隣
協
会
が
文
化
・
医
療
衛
生
事
業
を
展
開
し
て
い
た
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
で
は
、
徳
王
に
よ
る
自
治
運
動
が

百
霊
廟
自
治
運
動
、
蒙
政
会
を
経
て
、
ま
た
一
九
三
六
年
二
月
に
関
東
軍
の
支
援
を
得
て
蒙
古
軍
政
府
の
設
立
に
至
っ
た
。
同
年
五

月
に
は
そ
の
政
府
が
西
ス
ニ
ッ
ト
か
ら
徳
化
に
移
転
し
た
。
一
方
、
関
東
軍
は
一
九
三
三
年
二
月
の
熱
河
作
戦
の
勝
利
を
経
て
内
モ

ン
ゴ
ル
西
部
へ
進
出
、
同
年
七
月
に
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
多
倫
と
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
で
特
務
機
関
を
開
設
し
、
翌
年
に
は
ア
バ
ガ
で
、

一
九
三
五
年
に
は
西
ス
ニ
ッ
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
特
務
機
関
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
八
月
に
井
上
理
事
長
が
赤
峰
、
林
西
、
ア
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バ
ガ
、
西
ス
ニ
ッ
ト
を
歴
訪
し
、
徳
王
と
会
見
し
て
い
る
。
井
上
理
事
長
は
そ
の
翌
年
に
も
内
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
て
お
り
、
さ
ら
に

一
九
三
六
年
八
月
に
は
三
度
目
の
訪
問
を
お
こ
な
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
百
霊
廟
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
十
月
に
、
善

隣
協
会
「
内
蒙
支
部
」
が
徳
化
に
事
務
所
と
診
療
所
を
開
設
し
、
同
時
に
百
霊
廟
に
「
百
霊
廟
班
」（
診
療
所
）
も
設
置
し
た
の
だ
が
、

一
九
三
六
年
十
一
月
に
起
き
た
「
綏
遠
事
件
」（

15
）
に
よ
っ
て
撤
退
し
た
。

　

徳
化
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
目
指
し
た
蒙
古
軍
政
府
、
善
隣
協
会
「
内
蒙
支
部
」
が
進
出
し
た
こ
と
、
ま
た
、
徳
化
よ
り
遠
く
な

い
西
ス
ニ
ッ
ト
と
多
倫
に
も
関
東
軍
特
務
機
関
の
拠
点
設
置
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
偶
然
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
音
尾
秀
夫
は
「
こ
の
当
時
の
協
会
内
蒙
支
部
は
、
実
質
的
に
は
、
や
が
て
前
進
す
べ
き
内
蒙
古
独
立
運

動
に
対
す
る
中
国
の
武
力
弾
圧
に
備
え
て
の
関
東
軍
の
行
動
計
画
の
中
に
既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
指
摘
す
る

［
音
尾 1981:20-34

］。
当
然
、
徳
化
の
診
療
所
が
綏
遠
事
件
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
兵
士
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
一
九
三
六
年
七
月
か
ら
一
九
三
七
年
四
月
ま
で
、
善
隣
協
会
診
療
班
は
や
は
り
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
内
で
巡
回
診
療
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
実
績
を
【
表
３
】
で
あ
ら
わ
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
お
い
て
は
泌
尿
花
柳
科
と
外
科
の
患
者
数
が
圧
倒
的
多

い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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【
表
3
】
善
隣
協
会
診
療
班
診
療
患
者
数
統
計
表
（
一
九
三
六
年
七
月
―
一
九
三
七
年
四
月
）

           　

診
療
班

各
科
類
別

チ
ャ
ハ
ル
班

徳
化
班

貝
子
廟
班

西
ス
ニ
ッ
ト
班

ア
バ
ガ
班

西
ウ
ジ
ュ
ム
チ

ン
班

合
計

内
科

四
七
二

一
七
七

一
七
八

三
八
七

九
十
五

六
十
五

一
三
七
四

外
科

五
二
六

三
八
四

一
八
六

三
九
四

九
十
三

四
十
四

一
六
二
七

泌
尿
花
柳
科

八
三
一

五
〇
九

七
七
二

一
八
八

四
十
五

三
三
五

二
六
八
〇

耳
鼻
咽
喉
科

一
一
三

三
十
九

一
〇
四

五
〇

五
十
九

四
十
一

四
〇
六

皮
膚
科

二
九
一

四
十
七

六
〇

四
八
三

三
十
二

七
十
一

九
八
四

眼
科

一
一
二

一
七
八

二
八
〇

十
四

五
十
九

二
〇

六
六
三

歯
科

三
十
一

三

二
二

十
一

二

十
一

八
〇

合
計

二
三
七
六

一
三
三
七

一
六
〇
二

一
五
二
七

三
八
五

五
八
七

七
八
一
四

　
　
　『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』［1936(10):59-60; 1937(1):91-100; 1937(3):80-87; 1937(8):142-154

］
を
基
に
筆
者
が
作
成

　
一
九
三
四
年
春
か
ら
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
ま
で
の
あ
い
だ
、
善
隣
協
会
は
日
本
の
植
民
地
勢
力
が
あ
ま
り
及
ん
で
な

い
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
シ
リ
ン
ゴ
ル
地
域
を
中
心
に
診
療
所
の
設
営
す
る
一
方
そ
れ
を
中
心
に
巡
回
診
療
を
お
こ
な
い
、
人
口
が
少
な
い

モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に
お
い
て
日
本
の
医
療
衛
生
の
影
響
を
拡
大
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
の
交
流
を
深
め
る
よ
う
試
み
た
。
し
か
し
、
日
中

戦
争
の
勃
発
を
き
っ
か
け
に
占
領
軍
が
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
主
要
な
大
都
市
へ
侵
出
す
る
に
伴
い
、
善
隣
協
会
の
事
業
班
も
西
へ
進
出

し
、
そ
の
医
療
衛
生
事
業
が
占
領
地
を
基
盤
に
病
院
運
営
と
医
学
教
育
へ
転
じ
て
い
っ
た
。

4.2
　
病
院
運
営
と
医
学
教
育

4.2.1
　
病
院
運
営
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一
九
三
三
年
の
熱
河
作
戦
で
熱
河
省
を
占
領
し
た
関
東
軍
が
、
そ
の
翌
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
徳
王
を
懐
柔

し
、
本
格
的
に
内
蒙
工
作
を
始
め
た
こ
と
は
先
述
し
た
関
東
軍
参
謀
部
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
各
種
要
綱
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
た
だ
陸
軍

中
央
部
は
、
対
ソ
関
係
や
国
際
世
論
を
考
慮
し
て
、
そ
の
政
策
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
［
岡
村1990:14

］。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
占
領
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
関
東
軍
が
、内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

「
綏
遠
事
件
」
に
よ
っ
て
徳
王
の
率
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
綏
遠
省
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
北
京

郊
外
で
起
こ
っ
た
芦
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
板
垣
征
四
郎
と
東
條
英
機
が
率
い
た
関
東
軍
は
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
へ
突
入
し
、
同
年

十
月
に
当
時
の
帰
綏
市
（
現
フ
フ
ホ
ト
市
）
と
包
頭
市
を
相
次
ぎ
占
領
し
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
で
基
盤
を
固
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
占
領
軍
と
と
も
に
帰
綏
市
に
入
っ
た
善
隣
協
会
は
、
そ
こ
で
「
善
隣
協
会
内
蒙
支

部
事
務
所
」
を
設
け
、
東
京
の
協
会
本
部
、
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
、
蒙
古
軍
司
令
部
、
日
本
軍
司
令
部
な
ど
と
の
連
絡
に
あ
た
り
、
綏

遠
事
件
に
よ
っ
て
活
動
を
一
度
休
止
し
て
い
た
ア
バ
ガ
班
、西
ス
ニ
ッ
ト
班
、百
霊
廟
班
の
文
化･

医
療
衛
生
業
務
を
再
開
さ
せ
た
［
音

尾 1981:28-29

］。善
隣
協
会
は
農
村
部
に
設
置
し
て
い
た
診
療
所
を
さ
ら
に
拡
大
し
、占
領
者
の
医
療
衛
生
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
と
、

現
地
人
の
懐
柔
を
目
的
に
帰
綏
市
と
包
頭
市
に
病
院
設
置
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
昭
和
十
二
年
十
月
当
時
ノ
特
務
機
関
及
政

府
ノ
要
求
ニ
基
キ
厚
和
及
包
頭
ニ
一
般
民
宣
撫
治
療
ノ
目
的
ヲ
以
テ
病
院
ヲ
開
設
シ
」
た
［
善
隣
会 1981:318

］
も
の
で
あ
っ
た
。
以

下
で
は
、
善
隣
協
会
が
開
設
し
た
厚
和
病
院
と
包
頭
病
院
を
、
善
隣
協
会
の
医
療
衛
生･

文
化
事
業
の
中
で
位
置
づ
け
て
み
よ
う
。

　「
厚
和
医
院
」　

厚
和
は
厚
和
豪
特
市
（
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
所
在
地
フ
フ
ホ
ト
市
、
漢
字
表
記
は
呼
和
浩
特
市
、
モ
ン

ゴ
ル
語
で
青
い
城
を
意
味
す
る
）
の
略
称
で
あ
る
。
古
来
、
こ
の
都
市
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
漢
人
に
よ
る
国
境
貿
易
の
中
心
地
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
中
国
の
明
朝
に
よ
っ
て
帰
化
城
の
名
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
フ
フ
ホ
ト
は
、
中
国
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
高
原
へ
流
通
す
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る
物
質
の
集
積
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
満
洲
人
に
支
配
さ
れ
、
後
に
清
朝
は
、
帰
化
城
の
北
東
隣
に
綏
遠
城
を
築
き
、
西

部
モ
ン
ゴ
ル
の
防
衛
を
担
当
す
る
八
旗
の
駐
留
地
と
し
た
。
清
朝
の
と
き
か
ら
、
帰
化
城
と
綏
遠
城
は
あ
わ
せ
て
「
帰
綏
」
市
と
呼
ば

れ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

　

日
中
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
、
一
九
三
七
年
十
月
十
四
日
、
帰
綏
市
が
日
本
軍
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
う
ち
に
蒙

古
連
盟
自
治
政
府
に
よ
っ
て
「
厚
和
豪
特
」
と
改
称
さ
れ
た
。

　

日
本
に
占
領
さ
れ
る
前
の
帰
綏
に
は
、総
合
病
院
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
一
九
二
三
年
に
創
設
し
た「
帰

綏
公
教
医
院
」（

16
）
が
あ
り
、設
備
が
完
備
し
て
い
て
技
術
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
「
塞
北
関
医
院
」、「
清
暁
医
院
」、「
共
和
医
院
」、

「
同
仁
医
院
」、「
協
和
医
院
」
な
ど
の
民
間
診
療
所
が
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
主
に
中
国
伝
統
医
学
の
医
療
施
設
で
あ
っ
た
た
め
日

本
の
占
領
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
末
、
善
隣
協
会
は
「
昭
和
十
二
年
十
月
当
時
ノ
特
務

機
関
及
政
府
ノ
要
求
ニ
基
キ
厚
和
及
包
頭
ニ
一
般
民
宣
撫
治
療
ノ
目
的
ヲ
以
テ
病
院
ヲ
開
設
（
以
下
略
）」
す
る
［
善
隣
会 1981:318

］

と
い
う
善
隣
協
会
事
業
実
施
要
領
に
よ
り
「
善
隣
協
会
医
院
」
を
開
設
し
た
が
、
後
に
「
綏
遠
飯
店
」
へ
移
設
し
、
同
年
八
月
に
「
厚

和
医
院
」［
善
隣
会1981:413

］
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
初
代
院
長
吉
福
一
郎
（
一
九
三
八
年
に
病
院
が
蒙
古
連
盟
自
治
政
府

に
移
管
さ
れ
た
際
に
退
職
し
、
張
家
口
に
私
立
太
平
橋
医
院
を
開
業
）
に
よ
る
と
、
同
医
院
に
は
何
人
か
の
日
本
医
科
大
学
出
身
者
が

い
て
、
現
地
か
ら
も
二
十
名
の
看
護
婦
を
募
集
し
た
。
ま
た
医
者
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
満
洲
医
科
大
学
か
ら
三
名
の
医

師
と
日
本
人
看
護
婦
数
名
を
転
職
さ
せ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
日
本
内
地
か
ら
数
人
の
看
護
婦
を
採
用
し
て
開
業
し
た
。

　

現
地
人
患
者
の
診
療
の
た
め
に
開
業
し
た
病
院
だ
っ
た
が
、負
傷
し
た
兵
士
や
慰
安
婦
が
診
療
に
来
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う［
吉

福 1981:131-132

］。

　

こ
の
病
院
に
は
、
内
科
、
外
科
、
皮
膚
科･

花
柳
病
科
の
診
療
科
が
あ
り
、
後
に
眼
科
、
咽
喉
耳
鼻
科
な
ど
が
増
設
さ
れ
、
ま
た
薬

局
、
化
学
検
査
室
、
注
射
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。
各
診
療
室
に
は
医
師
と
看
護
婦
そ
れ
ぞ
れ
一
名
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
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劉
成
法
は
当
時
の
厚
和
病
院
で
働
い
た
こ
と
の
あ
る
何
人
か
の
当
事
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
当
時
の
診
療
状
況
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
最
初
は
、
病
院
に
来
る
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
人
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
政
治
的
な

必
要
性
に
応
じ
て
い
る
よ
う
で
、
医
師
は
現
地
人
の
診
療
に
も
当
た
り
、
し
か
も
、
中
国
人
患
者
の
初･

再
診
料
は
日
本
人
の
半
分
し

か
取
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
侵
略
者
の
被
支
配
者
に
対
す
る
親
善
を
示
そ
う
と
し
た
。
現
地
の
人
々
は
日
本
侵
略
者
に

憎
し
み
や
恐
怖
感
及
び
近
代
医
学
へ
の
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
こ
の
病
院
に
あ
ま
り
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
急
性
病
気
、

例
え
ば
虫
垂
炎
、
腫
瘍
な
ど
の
と
き
に
、
仕
方
が
な
く
診
療
に
行
く
が
、
そ
の
診
療
効
果
が
良
か
っ
た
た
め
次
第
に
中
国
人
の
患
者
が

増
え
た
。
そ
の
内
主
に
外
科
や
皮
膚･

花
柳
病
の
患
者
が
多
か
っ
た
」［
劉
成
法 1984:255-262

］。

　

一
九
三
八
年
二
月
、
善
隣
協
会
は
蓮
沼
蕃
（
一
八
八
三
―
一
九
五
四
、
陸
軍
大
将
、
駐
蒙
兵
団
司
令
官
、
駐
蒙
軍
司
令
官
）
兵
団
長

の
指
導
を
受
け
、「
蒙
疆
政
権
領
域
内
ニ
於
ケ
ル
同
協
会
ノ
事
業
ハ
原
則
ト
シ
テ
政
府
事
業
ニ
移
管
ス
」［
善
隣
会 1981:317

］
と
い
う

「
善
隣
協
会
指
導
方
針
」
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
七
月
に
厚
和
病
院
が
蒙
古
聨
合
自
治
政
府
に
移
管
さ
れ
、
経
費
は
バ
ヤ

ン
タ
ラ
（
巴
彦
塔
拉
）
盟
公
署
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、「
懸
案
と
な
っ
て
い
た
厚
和
医
院
の
改
組
問
題
は
爾
来
政
府

と
奉
天
医
大（
満
洲
医
科
大
学
―
引
用
者
）当
局
と
の
間
に
折
衝
中
の
と
こ
ろ
、こ
の
程
松
井
医
大
学
長
直
接
来
厚
し
種
々
協
議
の
結
果
、

院
長
、
副
院
長
の
決
定
を
見
る
に
至
り
市
民
の
衛
生
不
安
も
一
掃
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
院
長
外
科
担
当
、
森
健
一
（
三
四
）
副
院

長
、
内
科
担
当
、
小
林
忠
一
（
三
〇
）」
で
あ
っ
た
［
善
隣
協
会1939(1):72

］。
ま
た
人
事
調
整
、
設
備
購
入
、
経
営
業
務
も
善
隣
協

会
に
任
せ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

当
該
病
院
新
設
に
つ
い
て
当
時
の
記
事
に
よ
る
と
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
、
官
立
厚
和
医
院
は
政
府
が
総
工
費
百
三
十
万
円
を
投
資

し
て
市
中
心
に
落
成
し
た
と
い
う
。「
新
病
院
は
、本
館
二
階
建
で
（
そ
の
）
二
階
は
院
長
及
び
職
員
室
に
充
て
ら
れ
、階
下
は
事
務
室
、

外
来
患
者
診
療
室
、
二
階
半
分
は
階
下
同
様
に
外
来
患
者
診
療
室
、
二
階
奥
は
入
院
病
棟
で
、
収
容
力
八
十
名
、
更
に
別
棟
に
は
伝
染

病
患
者
病
棟
、
外
務
室
、
物
療
科
室
、
解
剖
室
、
死
体
室
、
喇
嘛
医
養
成
所
、
看
護
婦
養
成
所
等
で
、
従
来
の
病
院
と
は
比
較
に
な
ら
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ぬ
程
、
善
美
を
つ
く
さ
れ
て
い
る
」［
善
隣
協
会 1940(12):166

］。
つ
ま
り
、
本
館
の
一
階
に
皮
膚
・
花
柳
病
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、

外
科
、
内
科
、
婦
人
科
、
放
射
科
な
ど
の
診
療
室
及
び
薬
局
、
受
付
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
二
階
に
は
第
一
入
院
処
、
第
二
入
院
処
、
院

長
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
入
院
処
に
日
本
人
だ
け
が
入
院
し
て
い
た
。

　

病
院
本
館
の
隣
に
は
平
屋
建
て
の
建
物
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
中
国
系
警
察
や
職
員
の
入
院
処
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
隣
に
も
う
一
つ

の
別
館
が
あ
っ
て
、
主
に
四
〇
〇
人
を
収
容
で
き
る
講
堂
と
医
師
養
成
所
の
教
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　

病
院
の
設
備
や
医
療
器
械
は
基
本
的
に
日
本
や
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
X
線
撮
影
機
二
台
、
紫
外
線
理

療
機
械
三
台
、
顕
微
鏡
十
数
台
が
あ
っ
た
。
病
院
に
は
手
術
室
、
精
密
検
査
室
、
消
毒
、
隔
離
、
薬
局
な
ど
の
設
備
が
揃
っ
て
い
た
。

薬
品
は
満
洲
国
製
で
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
薬
品
の
場
合
は
ほ
か
の
先
進
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
は
百
床
を
超
え
て

い
た
。

　

厚
和
病
院
は
近
代
化
し
た
設
備
、
完
備
し
た
医
薬
品
、
優
れ
た
医
術
を
有
し
て
い
た
た
め
、
訪
れ
る
外
来
患
者
数
は
毎
日
二
百
人
に

の
ぼ
っ
た
。

　

日
本
敗
戦
ま
で
の
七
年
間
に
、
三
人
の
院
長
が
着
任
し
て
い
る
。
劉
成
法
に
よ
る
と
、
二
代
目
の
院
長
は
医
学
博
士
、
外
科
医
師
の

森
健
一
で
あ
り
、
三
代
目
の
院
長
は
医
学
博
士
の
馬
渊
夫
で
あ
っ
た
［
劉
成
法 1984:255-262

］。
病
院
に
は
、
満
洲
医
科
大
学
や
日

本
国
内
大
学
出
身
の
中
国
人
医
師
が
増
え
、
各
診
療
室
に
は
二
人
か
ら
三
人
の
医
師
を
配
置
し
、
人
事
編
成
は
九
十
八
人
に
達
し
た
。

　

日
本
敗
戦
後
、
日
本
人
医
師
は
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、
戦
時
混
乱
状
態
の
中
で
残
っ
た
中
国
人
医
師
に
よ
り
厚
和
病
院
の
施
設
は

完
璧
に
保
全
さ
れ
国
民
党
軍
の
病
院
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
、「
厚
和
医
院
」
は
「
綏
遠
省
医
院
」
と
改
称
さ
れ
、
一
九
四
九
年
に

共
産
党
政
府
に
よ
り
「
綏
遠
省
人
民
医
院
」
と
し
て
改
築
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
成
立
に
伴
い
、
こ
の
病
院

は
「
内
蒙
古
自
治
区
医
院
」
と
改
称
さ
れ
、
一
九
六
七
年
に
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
医
院
へ
新
設
移
転
さ
れ
た
。
本
来
の
「
厚
和

医
院
」
の
建
物
は
「
呼
和
浩
特
医
院
」
に
移
譲
さ
れ
た
。
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「
包
頭
医
院
」　

包
頭
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
鹿
の
い
る
場
所
」
を
意
味
す
る
）
市
は
フ
フ
ホ
ト
市
か
ら
西
一
六
〇
キ
ロ
の
場
所
に
位
置

す
る
大
都
会
で
あ
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
西
、
回
教
民
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
が
住
む
寧
夏
、
甘
粛
及
び
新
疆
へ
向
か
う
、
当
時
の
い
わ

ゆ
る
「
防
共
回
廊
」
の
軍
事
的
要
塞
で
あ
っ
た
。

　

善
隣
協
会
は
一
九
三
七
年
八
月
に
包
頭
に
最
初
に
診
療
所
を
設
営
し
て
お
り
、
同
年
十
月
十
七
日
に
日
本
軍
の
包
頭
占
領
に
伴
い
、

包
頭
支
部
を
設
置
し
た
［
善
隣
会 1981:413

］。

　

善
隣
協
会
包
頭
支
部
は
包
頭
地
区
の
協
会
所
属
病
院
、
診
療
所
、
育
成
所
な
ど
の
事
業
を
包
括
的
に
指
揮
し
、「
在
包
頭
ノ
協
会
関

係
ノ
諸
機
関
ト
ノ
連
絡
ニ
当
ル
ト
共
ニ
黄
河
南
岸
ノ
オ
ル
ド
ス
地
区
即
チ
大
樹
湾
、
西
碾
房
、
及
準
葛
爾
旗
ニ
巡
回
診
療
ヲ
実
施
シ
既

設
事
業
ト
相
俟
ツ
テ
蒙
、
回
民
ノ
動
向
ヲ
洞
察
シ
之
ヲ
把
握
シ
皇
道
ヲ
宣
布
、
日
本
依
存
ノ
念
ヲ
濃
厚
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
」
努
力
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
［
善
隣
会1981:368

］。
そ
し
て
巡
廻
診
療
を
通
じ
て
、
日
本
に
よ
る
包
頭
周
辺
の
モ
ン
ゴ
ル
人
や
回
教
徒
の

支
配
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
診
療
所
も
設
営
し
て
お
り
、
最
初
の
責
任
者
は
名
取
忠
雄
医
師
で
あ
っ
た
。
後

に
名
取
医
師
が
百
霊
廟
へ
戻
る
と
、
後
任
に
半
田
正
人
（
一
九
四
〇
年
の
退
職
後
北
京
に
転
居
し
私
立
病
院
を
開
設
し
た
）
医
師
が
着

任
し
た
。
善
隣
協
会
が
包
頭
に
支
部
を
設
置
し
た
後
、
一
九
三
八
年
九
月
に
は
包
頭
診
療
所
が
包
頭
医
院
と
し
て
拡
大
さ
れ
た
。
初
代

院
長
は
半
田
医
師
で
、
一
九
四
〇
年
に
彼
が
退
職
し
た
後
は
近
田
良
造
医
師
が
代
理
院
長
と
な
っ
た
。

　

包
頭
病
院
は
包
頭
と
い
う
地
理
的
「
位
置
ノ
関
係
上
将
来
西
北
工
作
の
拠
点
タ
ル
ニ
鑑
ミ
其
規
模
ヲ
拡
大
シ
尚
蒙
軍
野
戦
病
院
ヲ
隣

接
地
ニ
整
備
シ
一
面
一
般
民
衆
ノ
診
療
（
但
シ
蒙
漢
人
ニ
ハ
主
ト
シ
テ
施
療
ヲ
行
フ
）
ニ
従
事
ス
ル
ト
共
ニ
一
面
蒙
軍
ノ
診
療
ヲ
援
助

シ
ツ
ヽ
ア
リ
テ
現
下
既
ニ
相
当
ノ
成
績
ヲ
収
メ
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
尚
其
患
者
ノ
大
数
カ
内
地
人
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
将
来
ハ
一
層
蒙
漢
人
ニ
対

ス
ル
患
者
ノ
収
容
ニ
着
意
シ
以
テ
更
ニ
宣
撫
的
効
果
ノ
拡
大
」［
善
隣
会1981:318
］
を
図
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
善
隣
協
会
は

包
頭
医
院
の
下
に
「
包
頭
回
民
診
療
所
」「
包
頭
回
民
医
生
養
成
所
」「
薩
拉
斉
回
民
診
療
所
」「
西
公
旗
診
療
所
」「
大
樹
湾
診
療
所
」
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な
ど
を
開
設
し
、
文
化
・
医
療
衛
生
事
業
を
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
け
で
は
な
く
、
回
教
民
族
ま
で
拡
大
し
た
。
音
尾
に
よ
る
と
、
そ
の
診
療

対
象
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
人
、
一
般
モ
ン
ゴ
ル
人
、
在
留
邦
人
（
日
本
人
）、
一
般
回
教
徒
で
あ
り
［
音
尾 1981:29

］、
回
教
徒
と
一
部
現

地
人
に
対
す
る
診
療
は
無
料
で
あ
っ
た
［
鈴
木 1981:209

］。
診
療
範
囲
を
回
教
徒
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
日

本
の
植
民
地
政
策
及
び
「
防
共
回
廊
」
作
り
の
一
環
と
な
っ
て
い
た
西
北
進
出
に
伴
う
回
教
徒
懐
柔
と
い
う
政
策
方
針
を
、
善
隣
協
会

の
医
師
た
ち
ま
で
も
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

善
隣
協
会
の
医
療
実
績
に
つ
い
て
「
昭
和
十
六
年
度　

蒙
古
善
隣
協
会
事
業
成
績
報
告
書
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
西

北
進
出
ノ
診
療
事
業
ノ
本
拠
ヲ
形
成
シ
蒙
、
回
、
漢
ノ
診
療
ニ
当
リ
余
力
ヲ
以
テ
日
本
居
留
民
ノ
診
療
ニ
当
ル
十
六
年
度
包
頭
医
院

ニ
於
テ
取
扱
ヒ
タ
ル
患
者
数
、
同
延
人
員
数
ヲ
別
表
ニ
揚
レ
ハ
次
の
如
シ
。　

累
計　

患
者
数　

三
、六
八
七
、
同
延
人
員
数　

八
、

一
四
一　

検
黴
数　

四
、七
八
七
」［
善
隣
会 1981:368

］。
日
本
人
以
外
の
患
者
を
扱
っ
た
記
録
も
善
隣
協
会
の
診
療
状
況
報
告
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
一
九
三
九
年
一
月
、
三
月
、
四
月
の
包
頭
医
院
に
お
け
る
診
療
状
況
を
知
る
た
め
、
患
者
の
人
数
と
病
気

の
種
類
に
よ
っ
て
統
計
を
作
成
し
て
み
よ
う
（【
表
４
】）。

　
　
　
【
表
4
】
包
頭
医
院
診
療
患
者
数
統
計
表
（
一
九
三
九
年
） 

　
　
　
　

  

人
種

科
別

日
本
人

モ
ン
ゴ
ル
人

漢
人

蒙
古
軍
病
院

回
教
民

合
計

外
、
皮
、
泌

一
八
〇

三
〇
八

一
一
五
三

六
七
三

三
〇
二

二
六
一
六

内
、
耳
、
眼

五
七
九

四
六
七

六
七
八

三
一
五

九
十
七

二
一
三
六

検
黴

―
―

―
―

二
五
五
一

―
―

―
―

二
五
五
一

種
痘

二
〇
九

七
十
二

一
五
八
四

―
―

―
―

一
八
六
五

合
計

九
六
八

八
四
七

五
九
六
六

九
八
八

三
九
九

九
一
六
八

　
　
　『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』［1939(3):142-146

］、『
蒙
古
』［1939(5):215-225; 1939(8):179-186

］
を
基
に
筆
者
が
作
成
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上
記
の
表
に
記
録
さ
れ
た
受
診
患
者
に
日
本
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
漢
人
、
及
び
回
教
民
が
含
ま
れ
、
ま
た
実
施
し
た
検
黴
、
種
痘
に

も
以
上
の
各
民
族
の
住
民
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
代
医
療
衛
生
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
善
隣
協
会
は
支
配
者
で
あ
る
日
本

人
の
衛
生
保
健
と
戦
時
国
民
の
健
康
保
全
を
念
頭
に
周
辺
民
族
に
対
す
る
医
療
衛
生
対
策
を
樹
立
し
、
ま
た
「
防
共
回
廊
」
を
確
保
す

る
た
め
に
各
民
族
の
構
成
を
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

4.2.2
　
医
学
教
育

　

一
九
四
〇
年
代
の
蒙
疆
政
権
は
、
医
療
衛
生
の
普
及
強
化
と
並
行
し
て
、
善
隣
協
会
に
よ
る
医
療
保
健
の
宣
伝
と
医
者
養
成
も
医
療

事
業
の
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
の
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
占
領
が
あ
る
も
の
の
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
外
来
医
療
へ
の
不
信
、

抵
抗
及
び
排
斥
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
協
会
側
は
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
支
配
者
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
文
化

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
志
向
を
克
服
す
る
に
は
、
ま
ず
医
療
衛
生
の
知
識
を
宣
伝
す
る
こ
と
と
、
近
代
医
療
衛
生
を
受
け
入
れ
る
知
識
人

層
（
仏
教
僧
侶
を
含
む
）
を
養
成
し
、
近
代
医
学
と
伝
統
医
学
の
相
互
作
用
を
深
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
養
成
プ
ロ
セ
ス
は
伝
統

医
学
の
知
識
を
有
す
る
僧
侶
た
ち
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
後
、
日
本
軍
が
全
面
的
に
内
モ
ン
ゴ
ル
を
支

配
し
た
こ
と
に
伴
い
、
善
隣
協
会
東
京
事
務
所
は
「
蒙
古
人
医
生
養
成
案
」
を
決
定
し
、
医
療
に
か
か
わ
る
日
本
語
、
衛
生
学
、
医
療

の
一
般
講
習
、
看
護
、
処
置
、
手
術
の
実
習
な
ど
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定
め
、
ま
た
、
満
洲
医
科
大
学
に
生
徒
を
留
学
さ
せ
た
り

し
た
。
以
下
で
は
そ
の
「
蒙
古
人
医
生
養
成
案
」
を
見
て
み
よ
う
。　
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「
蒙
古
人
医
生
（
17
）
養
成
案
」【
資
料
】

昭
和
十
二
年
七
月

財
団
法
人
善
隣
協
会
東
京
事
務
所

一
、　

内
蒙
支
部
各
医
療
班
ノ
下
ニ
各
若
干
名
ノ
蒙
人
青
年
ヲ
配
シ
日
本
人
医
師
ヲ
シ
テ
蒙
古
人
医
生
ヲ
養
成
セ
シ
ム

　

一
、
年
限　

弐
ヶ
年

　

一
、
習
得
科
目

　
　
1
、
日
本
語
、
特
ニ
医
療
ニ
直
接
必
要
ナ
ル
日
本
語

　
　
2
、
看
護
、
処
置
、
手
術
ノ
実
習

　
　
3
、
衛
生
学
、
医
学
ノ
一
般
講
習

一
、
蒙
古
人
医
生
ニ
対
シ
テ
ハ
養
成
期
間
中
、
食
費
、
被
服
ノ
外
毎
月
手
当
金
五
円
程
度
ヲ
支
給
ス

　

一
、
蒙
古
人
医
生
撰
衡
用
件

　
　
1
、
年
齢　
　

満
十
八
歳
以
上
ノ
蒙
古
人

　
　
2
、
学
力　
　

初
級
小
学
校
卒
業
以
上
ノ
者
若
ハ
支
部
長
ニ
於
テ
直
接
本
人
ニ
ツ
キ
調
査
シ
将
来
十
分
蒙
古
医
師
タ
リ
得
ル

ト
認
ム
ル
優
秀
ナ
ル
素
質
ノ
者

　
　
3
、
品
性　
　

良
ク
医
術
ノ
意
義
ト
協
会
事
業
ヲ
理
解
シ
将
来
熱
心
医
療
ニ
専
念
ス
ル
信
念
ヲ
有
ス
ル
慈
悲
心
篤
キ
温
良
ナ

ル
青
年

　

一
、
蒙
古
人
医
生
、
所
定
ノ
講
習
ヲ
了
ヘ
タ
ル
ト
キ
ハ
医
療
員
ト
シ
テ
内
蒙
支
部
医
療
事
業
ニ
従
事
セ
シ
ム
但
シ
其
ノ
間
相
当
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ノ
給
与
ヲ
支
給
ス
［
善
隣
会 1981:292

］

　

善
隣
協
会
は
こ
う
い
っ
た
方
針
に
基
づ
い
て
、
日
本
軍
が
フ
フ
ホ
ト
と
包
頭
を
支
配
し
た
こ
と
に
伴
い
診
療
所
や
病
院
を
設
営
し
た

以
外
に
も
、
近
代
的
医
療
衛
生
の
宣
伝
と
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
。
つ
ま
り
、
植
民
地
医
療
衛
生
事
業
の
展
開
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
は
植
民
地
に
存
在
す
る
医
学
校
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
、
善
隣
協
会
は
そ
の
重
要
性
を
す
で
に
知
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
植
民
地
医
療
衛
生
の
学
知
の
継
承
を
十
分
に
視
野
に
入
れ
た
上
で
モ
ン
ゴ
ル
人
医
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
決

議
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
隣
協
会
は
包
頭
病
院
を
経
営
し
始
め
た
と
き
か
ら
現
地
人
医
師
の
育
成
を
重
要
視
し
、
包

頭
「
病
院
ニ
ハ
将
来
有
為
ナ
ル
蒙
古
青
年
四
人
ヲ
収
容
シ
一
年
間
ノ
期
間
ヲ
以
テ
他
日
彼
等
ヲ
シ
テ
同
族
間
ニ
衛
生
知
識
ノ
普
及
並
初

度
ノ
診
療
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
目
的
ヲ
以
テ
」［
善
隣
会1981:318

］
医
療
衛
生
教
育
を
実
施
し
た
。
ま
た
厚
和
病
院
に
も
当
時
の
モ
ン

ゴ
ル
人
知
識
層
で
あ
る
喇
嘛
僧
侶
の
医
師
を
集
め
て
近
代
医
学
の
教
育
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
の
「
喇
嘛
医
養
成
所
」
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

一
九
四
〇
年
、
蒙
疆
政
府
民
生
部
厚
生
課
が
初
の
モ
ン
ゴ
ル
人
医
師
を
養
成
す
る
よ
う
に
決
議
し
た
が
、
そ
れ
を
具
現
し
た
の
が
同

年
四
月
一
日
に
善
隣
協
会
が
開
設
し
た
「
喇
嘛
医
養
成
所
」（「
蒙
医
養
成
所
」
と
も
言
わ
れ
る
）
で
あ
る
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
当

時
の
善
隣
協
会
機
関
紙
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
蒙
古
人
の
間
に
新
し
い
医
学
衛
生
思
想
を
普
及
す
る
目
的
を
以
て
、
政
府

民
生
部
厚
生
科
で
は
最
初
の
現
地
蒙
医
生
養
成
に
乗
出
し
、
今
度
蒙
医
講
習
生
卅
名
募
集
を
開
始
、
四
月
一
日
よ
り
厚
和
医
院
で
講
習

を
開
始
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
指
導
官
は
同
院
各
医
師
が
之
に
当
り
、
学
課
講
義
及
び
臨
床
医
学
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
教
授
し
、
更
に

全
生
徒
を
宿
舎
に
収
容
し
て
政
府
の
費
用
で
一
切
を
支
弁
す
る
養
成
期
間
は
一
ヶ
年
と
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
か
う
し
た
蒙
人
の
衛

生
科
学
に
対
す
る
無
知
を
啓
蒙
す
る
の
が
当
養
成
所
の
目
的
で
あ
り
一
ヶ
年
の
講
習
を
卒
へ
た
も
の
は
大
部
分
各
自
の
郷
里
に
帰
り

郷
土
の
医
学
衛
生
思
想
の
普
及
及
び
簡
単
な
診
療
に
当
る
が
、
帰
郷
と
共
に
政
府
よ
り
無
料
で
相
当
量
の
薬
品
を
も
夫
々
に
与
へ
て
や
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る
。」

　

政
府
は
、
医
学
生
の
希
望
に
合
わ
せ
て
将
来
彼
ら
を
病
院
に
助
手
と
し
て
働
か
せ
、
更
に
医
学
の
研
究
に
取
り
込
ま
せ
、
新
し
い
モ

ン
ゴ
ル
医
学
の
あ
ら
わ
れ
を
期
待
し
、宣
撫
と
共
に
力
を
入
れ
て
い
る
、と
そ
の
養
成
所
の
目
的
、規
模
及
び
計
画
を
述
べ
て
い
る
［
善

隣
協
会 1940(3):198-199

］。
養
成
所
は
、
先
述
の
厚
和
医
院
の
旧
所
在
地
の
一
角
に
設
置
さ
れ
て
喇
嘛
医
学
生
を
入
学
さ
せ
た
が
、

同
年
十
二
月
に
厚
和
医
院
が
新
築
へ
移
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
養
成
所
も
新
病
院
に
設
置
さ
れ
た
養
成
所
へ
と
移
っ
た
。
養
成
所

で
の
教
育
期
間
は
六
ヶ
月
、
学
生
数
は
一
期
、
二
期
と
も
各
三
十
名
に
の
ぼ
り
、
近
代
医
学
の
医
療
機
械
、
新
標
本
及
び
教
科
書
に
よ

っ
て
本
格
的
に
教
育
を
受
け
た
。
一
九
四
三
年
、
喇
嘛
医
養
成
所
は
全
面
的
に
改
組
さ
れ
、
厚
和
医
学
専
門
学
校
と
し
て
昇
格
し
「
教

育
期
間
も
相
当
に
延
長
し
更
に
入
学
生
も
多
く
し
て
日
本
内
地
に
お
け
る
医
専
同
様
の
程
度
ま
で
高
度
の
向
上
を
図
る
計
画
が
進
め
ら

れ
」
て
い
た
［
蒙
疆
新
聞
社1941:237-238

］。
た
だ
、
厚
和
医
学
専
門
学
校
に
関
す
る
史
料
が
不
足
し
て
お
り
、
筆
者
は
こ
れ
よ
り

詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

日
本
が
全
面
的
に
満
洲
と
内
モ
ン
ゴ
ル
を
支
配
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
民
地
に
お
け
る
医
学
教
育
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
上
述
の
喇
嘛
医
養
成
所
以
外
に
も
張
家
口
に
蒙
疆
政
府
中
央
医
学
院
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
満
洲
国
で
は
モ
ン
ゴ
ル
人

の
た
め
の
興
安
医
学
院
が
設
置
さ
れ
た
と
の
情
報
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
も
不
足
し
て
い
る
。

5
　
お
わ
り
に

　

文
明
化
し
た
欧
米
、
さ
ら
に
近
代
日
本
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
周
辺
の
「
未
開
」
人
種
を
指
導
し
文
明
化
す
る
と
い
う
の
は
文
化
植
民
地

主
義
で
あ
る
が
、
近
代
日
本
の
「
文
明
」
を
以
っ
て
「
未
開
」
の
モ
ン
ゴ
ル
人
を
啓
蒙
す
る
と
い
っ
た
植
民
地
思
想
に
整
備
し
た
の
は

「
蒙
古
浪
人
」
笹
目
恒
雄
で
あ
っ
た
。
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一
九
二
五
年
、
彼
が
発
足
さ
せ
た
戴
天
義
塾
は
、
純
粋
な
モ
ン
ゴ
ル
人
の
独
立
国
家
を
創
る
た
め
に
人
材
育
成
を
目
的
に
内
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
が
、
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
に
よ
っ
て
解
散
に
至
っ
た
。
戴
天
義
塾
で
育
て
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
人

材
は
、
日
本
の
満
洲
国
創
り
や
内
モ
ン
ゴ
ル
支
配
及
び
内
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
運
動
な
ど
に
役
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
義
塾
に
留

学
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
学
生
を
組
織
し
て
一
九
三
三
年
に
日
蒙
協
会
は
創
設
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
母
体
に
翌
春
に
は
財
団
法
人
善
隣
協
会

と
し
て
発
足
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
は
笹
目
時
代
の
純
粋
な
モ
ン
ゴ
ル
人
独
立
国
家
の
た
め
と
い
っ
た
単
純
な
発
想
と
違
っ
て
い

た
。
日
本
政
府
と
陸
軍
省
及
び
関
東
軍
の
干
渉
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
善
隣
協
会
は
、
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
役
目
の
実
現
を
目
指
し

て
い
た
。
一
つ
に
は
日
本
文
化
と
近
代
日
本
の
医
療
衛
生
知
識
を
内
モ
ン
ゴ
ル
の
占
領
地
へ
普
及
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
い

わ
ゆ
る
帝
国
日
本
の
防
共
回
廊
構
想
を
基
に
内
蒙
工
作
を
実
現
す
る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
善
隣
協
会
の
医
療

衛
生･

文
化
事
業
は
「
文
化
帝
国
主
義
」
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

善
隣
協
会
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
医
療
衛
生･
文
化
事
業
は
、
当
然
な
が
ら
日
本
の
植
民
地
拡
大
に
伴
っ
た
文
化
侵
略
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
日
本
の
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
植
民
地
拡
大
を
正
当
化
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
、
世
界
列
強
に
よ
る
植
民
地
拡
大
競
争
の

中
で
、日
本
帝
国
主
義
が
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
取
っ
た
侵
略
は
、日
本
人
と
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
種
族
系
統
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
者
」
で
あ
る
と
い
っ

た
「
種
族
同
源
論
」
に
よ
る
義
務
付
け
と
、
ア
ジ
ア
主
義
を
以
て
モ
ン
ゴ
ル
人
を
懐
柔
し
、
反
共
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
。
善
隣
協
会
は
ま
さ
に
そ
の
流
れ
の
中
で
日
本
政
府
、
軍
部
、
及
び
特
務
機
関
の
行
動
と
協
力
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
さ
せ
た

組
織
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
植
民
地
勢
力
は
、
医
療
の
面
で
は
調
査
、
診
療
、
養
成
を
推
進
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
事
情
を
詳
し
く
把
握
し
、
大
陸
南

進
と
防
共
戦
略
を
順
調
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
善
隣
協
会
の
活
動
は
近
代
日
本
の
植
民
地
医
療
衛
生
の
展
開
に
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
関
東
軍
と
協
力
し
な
が
ら
、
ま
た
そ
の
勢
力
を
利
用
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
さ
せ
、
協
会
創
立
当
時
の
目
的
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
。
日
本
と
協
力
し
て
樹
立
さ
れ
た
、
徳
王
が
指
導
す
る
蒙
古
自
治
政
府
は
、
善
隣
協
会
の
医
療
衛
生
活
動
の
科
学
性
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を
認
識
し
た
上
で
協
力
し
合
い
、
協
会
の
文
化
事
業
が
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
展
開
す
る
こ
と
に
便
宜
を
与
え
、
そ
れ
を
も
っ
て
民
族
の
独
立

と
防
共
自
衛
の
目
的
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
設
立
に
よ
っ
て
、
日
本
占
領
時
期
に
展
開
さ
れ
た
医
療
衛
生
事
業
が
継
承
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
断
絶
さ
れ

た
か
が
こ
れ
か
ら
の
研
究
目
標
で
あ
る
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
財
団
法
人
善
隣
協
会
に
よ
る
医
療
衛
生
事
業
の
研
究
が
、
二
〇
世
紀
の

日
本
植
民
地
科
学
史
研
究
、
お
よ
び
内
モ
ン
ゴ
ル
の
医
学
史
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

註（
1
）　
同
仁
会
は
、
一
九
〇
二
年
六
月
か
ら
一
九
四
六
年
二
月
ま
で
日
本
の
近
代
医
学
を
中
国
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
躍
し
た

医
療
事
業
団
体
で
あ
る
。
詳
し
く
は
中
山
茂
［1998:476-477

］
と
丁
蕾
［1999:543-562; 2000:23-45, 193-209, 613-639

］
を
参
照
。

（
2
）　
鈴
木
健
一
［1990:142-148

］
は
、
善
隣
協
会
が
内
モ
ン
ゴ
ル
で
お
こ
な
っ
た
学
校
教
育
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
善
隣
協
会
の
教
育
事
業
が
モ

ン
ゴ
ル
人
を
精
神
的･

思
想
的
に
感
化
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
結
論
付
け
て
い
る
。

（
3
）　
祁
建
民
［1999:83-91

］
は
蒙
疆
政
権
時
期
の
教
育
を
研
究
し
た
と
き
に
日
本
人
に
よ
る
対
モ
ン
ゴ
ル
人
学
校
教
育
に
触
れ
て
お
り
、
善
隣
協
会
に
よ

る
対
モ
ン
ゴ
ル
人
学
校
教
育
は
日
本
の
蒙
疆
統
治
に
奉
仕
さ
せ
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
結
論
付
け
て
い
る
。

（
4
）　
宝
鉄
梅
［2005:105-110

］
は
蒙
疆
政
権
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
教
育
を
考
察
し
た
と
き
に
善
隣
協
会
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
文
化
活
動
と
し
て
対

モ
ン
ゴ
ル
人
教
育
事
業
に
言
及
し
て
お
り
、
善
隣
協
会
は
関
東
軍
の
内
蒙
古
工
作
の
一
環
と
し
て
、
日
本
語
教
育
及
び
親
日
教
育
を
担
っ
て
い
た
と
し
て

い
る
。

（
5
）　
詳
し
く
は
任
其
懌
［2006:107-142

］
を
参
照
。

（
6
）　
詳
し
く
は
伊
力
娜
［2007:84-87

］
を
参
照
。

（
7
）　
た
と
え
ば
、
慎
蒼
健
［1996:225-235; 1999:65-92

］
は
植
民
地
朝
鮮
科
学
運
動
、
東
西
医
学
論
争
を
、
飯
島
渉
［2000; 2005

］
は
中
国
の
医
療
衛
生

の
制
度
化
を
、
脇
村
孝
平
［1997:34-54

］
は
台
湾
と
イ
ン
ド
の
公
衆
衛
生
を
、
趙
暁
紅
［2008:245-266

］
は
満
洲
国
に
お
け
る
医
療
統
制
を
そ
れ
ぞ
れ
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考
察
し
て
い
る
。

（
8
）　
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
イ
ス
ラ
ム
圏
に
か
け
て
反
共
親
日
国
家
を
樹
立
し
、
ソ
連
共
産
主
義
の
南
下
を
遮
断
す
る
構
想
を
指
す
。
関
岡
英
之
［2010

：98-

99
］
が
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
構
想
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
に
陸
軍
少
佐
で
あ
っ
た
林
銑
十
郎
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
実
際
に
推
進
し
た
の
は

一
九
三
〇
年
代
の
関
東
軍
参
謀
副
長
時
代
の
板
垣
征
四
郎
少
将
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
「
板
垣
征
四
郎
構
想
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
9
）　
た
と
え
ば
、
ジ
グ
ム
ド
［1985

］
は
二
〇
世
紀
前
の
モ
ン
ゴ
ル
伝
統
医
学
史
を
研
究
し
て
き
た
。
彼
の
著
作
『
モ
ン
ゴ
ル
医
学
史
』
の
モ
ン
ゴ
ル
語
版

は
一
九
八
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
ま
た
そ
の
日
本
語
訳
が
一
九
九
一
年
に
農
文
協
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　
郭
道
甫
に
つ
い
て
、
笹
目
が
記
録
し
た
年
代
は
誤
っ
て
い
る
。
中
見
［2001:121-149

］
と
于
［2002:107-115

］
に
よ
る
と
、
郭
は
一
九
二
八
年
六
月

に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
地
域
で
独
立
運
動
を
起
こ
し
、
圧
倒
的
な
中
国
軍
の
包
囲
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
同
年
九
月
に
、
郭
は
張
学

良
に
投
降
し
、
一
九
二
九
年
七
月
に
当
時
の
奉
天
で
東
北
蒙
旗
師
範
学
校
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
郭
は
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
蒙
旗
学

校
の
校
長
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
た
外
モ
ン
ゴ
ル
、
北
京
、
張
家
口
の
間
に
奔
走
し
、
一
九
二
五
年
に
「
内
蒙

古
人
民
革
命
党
」
を
張
家
口
に
設
立
し
て
い
る
。

（
11
）　
日
中
戦
争
勃
発
後
に
岡
部
部
隊
軍
医
部
が
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
ス
ニ
ッ
ト
旗
付
近
で
実
施
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
生
活
状
態
調
査
資
料
に
よ
る
と
、
遊
牧
地
域

に
お
い
て
は
畜
産
と
塩
以
外
の
資
源
が
な
か
っ
た
と
い
う
［
岡
部
部
隊
軍
医
部 1939

］。
ま
た
、
一
九
四
二
年
の
駐
蒙
軍
の
調
査
に
よ
る
と
、
蒙
疆
地
域

の
京
包
沿
線
に
は
晋
北
の
大
同
炭
鉱
、
察
南
の
龍
煙
鉄
鋼
な
ど
の
豊
富
な
埋
蔵
資
源
が
あ
っ
た
と
い
う
［
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室 1968:51

］。

（
12
）　
日
露
戦
争
後
、
日
本
は
中
国
の
東
北
地
方
、
所
謂
満
蒙
を
経
営
す
る
権
力
を
獲
得
し
、
参
謀
本
部
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
満
洲
医
科
大
学
の
調
査

団
や
巡
回
診
療
班
が
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
頻
繁
に
進
出
し
た
際
、
地
質
と
資
源
調
査
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
。
ま
た
善
隣
協
会
が
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部

へ
事
業
を
展
開
し
た
際
に
も
、
資
源
調
査
に
心
が
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
善
隣
協
会
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
笹
目
恒
雄
は
一
九
三
五
年
冬
か
ら
翌
年
冬

ま
で
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
か
ら
青
海
省
へ
旅
を
す
る
と
き
に
も
経
過
地
区
の
鉱
山
（
資
源
）
を
調
べ
た
り
、
ら
く
だ
の
歩
数
と
時
間
に
よ
る
距
離
及
び
道
路

状
況
を
記
録
し
た
り
し
て
い
た
［
笹
目1976a

］。

（
13
）　
善
隣
協
会
診
療
班
獣
医
部
は
ヒ
ト
の
診
療
と
同
じ
く
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
の
家
畜
の
診
療
を
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
羊
の
口
蹄
疫
、
牛
疫
、
炭
疽
、
鼻
疽
、

狂
犬
病
な
ど
の
伝
染
病
の
治
療
に
当
た
り
、
特
に
予
防
注
射
を
し
て
い
る
［
善
隣
協
会 1935(2):26-30; 1935(5):35-42 

］。

（
14
）　
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
侵
出
し
た
近
代
日
本
は
内
モ
ン
ゴ
ル
を
支
配
す
る
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
全
体
が
信
仰
し
て
い
る
仏
教
を
改
革
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
喇
嘛
僧
侶
を
再
教
育
し
日
本
へ
留
学
さ
せ
た
り
、
彼
ら
の
宗
教
的
権
威
性
を
制
限
し
た
り
し
た
。
仏
教
改
革
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
于
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［2002b:199-217

］
と
リ･

ナ
ラ
ン
ゴ
ア
［2004:69-82

］
を
参
照
。

（
15
）　
綏
遠
事
件
は
一
九
三
六
年
十
一
月
、
内
モ
ン
ゴ
ル
独
立
・
自
治
運
動
指
導
者
デ
ム
チ
ュ
ク
ド
ン
ロ
ブ
の
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
関
東
軍
の
援
助
を
受
け
て
綏

遠
省
に
侵
入
し
、
綏
遠
省
主
席
の
傅
作
儀
が
率
い
る
中
国
軍
に
撃
退
さ
れ
た
事
件
。
中
国
側
で
は
「
綏
東
事
件
」
と
も
い
い
、
抗
日
運
動
の
一
つ
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　
劉
広
理･
雲
涛
編
集
『
内
蒙
古
自
治
区
医
院
簡
介
』
に
は
「
帰
綏
公
教
医
院
」
は
ベ
ル
ギ
ー
天
主
教
に
よ
っ
て
一
九
二
三
年
に
開
設
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、

一
九
五
一
年
に
政
府
に
よ
り
「
帰
綏
市
立
人
民
医
院
」
と
改
称
さ
れ
、一
九
五
四
年
に
「
呼
和
浩
特
市
医
院
」
と
改
称
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
は
「
呼

和
浩
特
市
第
一
医
院
」
と
改
称
し
た
［
劉･

雲 1987:29

］。

（
17
）　「
医
生
」
と
い
う
の
は
「
医
師
」
を
意
味
す
る
中
国
語
で
あ
る
が
、「
蒙
古
人
医
生
養
成
案
」
の
内
容
か
ら
見
る
と
こ
の
場
合
の
「
医
生
」
と
は
医
学
生

を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
近
代
医
学
が
指
す
医
者
は
「
医
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

参
考
文
献

飯
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2000
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：
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版
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植
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蒙
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蒙
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史
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岡
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蒙
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史
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史
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植
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史
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検
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冒
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史
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仙
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仙
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現
代
史
資
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京
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す
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書
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疆
の
風
土
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蒙
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』
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号

慎　

蒼
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民
を
生
き
た
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術
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想
』
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巻
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1999
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抗
す
る
王
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と
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て
の
医
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想
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九
〇
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ジ
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良
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ゴ
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医
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史
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京
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山
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化
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会

鈴
木
健
一 1990

「
善
隣
協
会
と
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蒙
古
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育
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木
健
一
編
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ジ
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育
史
研
究
の
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阪
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畿
大
学
教
育
研
究
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鈴
木
修
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「
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頭
医
院
」
善
隣
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編
『
善
隣
協
会
史
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関
岡
英
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国
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軍
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て
ぬ
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京
：
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伝
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善
隣
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会
史
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古
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お
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化
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社
団
法
人
日
本
モ
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ゴ
ル
協
会

善
隣
協
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「
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診
療
し
て
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善
隣
協
会
調
査
月
報
』
第
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「
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善
隣
協
会
調
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月
報
』
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月
号
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古
と
牛
疫
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善
隣
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会
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月
報
』
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五
月
号

―
―
―
―　

1936
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内
蒙
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部
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善
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報
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月
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内
蒙
支
部
察
哈
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診
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報
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」『
善
隣
協
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調
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月
報
』
第
一
月
号

―
―
―
―　
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「
内
蒙
支
部
察
哈
爾
班
診
療
報
告
」『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』
第
三
月
号

―
―
―
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内
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部
診
療
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善
隣
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調
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京
：
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善
隣
協
会
調
査
月
報
』
第
一
月
号

―
―
―
―　
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「
包
頭
医
院
診
療
状
況
」『
善
隣
協
会
調
査
月
報
』
第
三
月
号

―
―
―
―　

1939

「
診
療
状
況
報
告
」『
蒙
古
』
第
五
月
号

―
―
―
―　

1939

「
診
療
状
況
報
告
」『
蒙
古
』
第
八
月
号

―
―
―
―　

1940
「
喇
嘛
医
養
成
所
」『
蒙
古
』
第
三
月
号

―
―
―
―　

1940
「
厚
和
病
院
近
く
竣
工
」『
蒙
古
』
第
十
二
月
号

中
亜
細
亜
問
題
研
究
会　
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内
蒙
古
（
蒙
疆
蒙
古
）
対
策
論
』

趙
暁
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仁
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1
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日
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史
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o.4; Vol.46, N
o.1; Vol.46, 

N
o.2; Vol.46, N

o.4
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史
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リ
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リ
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史
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史
叢
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善
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史
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史
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京
：
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蒙
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潟
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史
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史
叢
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1
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調
査
月
報
』
第
三
月
号

蒙
疆
新
聞
社　

1941

『
蒙
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